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本稿は、筆者が、ＩＬＯ事務局の委託をうけて、「作業組織における労働者参加」（言・烏①Ｈ弔囚三口冨言三口三・昊
○『宕昌、昌目）という国際比較調査を行ったことの延長としてまとめた。この比較調査は、作業組織に関して、近年、
経
営
に
よ
る
変
革
が
、
世
界
各
国
に
広
く
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
企
画
さ
れ
た
。
こ
の
変
革
は
、
効
率
と
競
争
力
を
高
め
る
た
め
、
ま
た
技
術
革
新
を
と
も
な
い
つ
つ
起
こ
っ
て
い
る
も
の
で
作
業
ル
ー
ル
の
柔
軟
性
の
増
大
も
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
従
来
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
の
低
か
っ
た
労
働
組
合
も
政
策
の
形
成
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
各
国
か
ら
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
職
場
を
選
び
、
一
定
の
形
式
に
も
と
づ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
調
査
期
間
が
短
く
、
（１）
重
要
で
あ
る
が
取
扱
え
な
か
っ
た
自
動
車
産
業
に
お
い
て
、
第
二
段
階
の
調
査
を
追
加
し
て
行
い
、
こ
こ
に
述
べ
る
背
景
を
踏
ま
え
て
、
独自に本稿とした。すなわち、ＩＬＯの項目を調査したが、私自身の見解により、それを組み立てている。
以
上
に
関
し
、
つ
ぎ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
も
と
の
調
査
で
は
、
作
業
組
織
が
、
そ
れ
も
労
使
関
係
的
観
点
か
ら
、
問
題
と
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
先
進
国
に
お
け
る
高
い
失
業
率
や
産
業
の
国
際
競
争
力
が
関
心
事
と
な
り
、
そ
の
作
業
組
織
と
労
使
関
係
’
１
曰
本
の
自
動
車
産
業
の
場
合
問
題
の
所
在
嶺
学
6０
作業組織と労使関係
一
因
と
し
て
作
業
組
織
に
着
目
し
た
こ
と
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
労
働
の
人
間
化
を
推
進
し
て
き
た
歴
史
と
関
連するが、その具体的内容の一つとして、作業組織を人間の必要・欲求の適合させることがあった。そこでＩＬＯは、
作
業
組
織
の
現
状
や
労
使
の
政
策
な
ど
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
作
業
組
織
を
分
析
す
る
視
点
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
、
い
く
つ
か
の
専
門
分
野
の
研
究
者
が
取
扱
っ
て
き
た課題と照応している。①作業の細分化の程度と仕事の縄ばり、②仕事の構想と実行、品質管理、保全の分離の程度、
③監督の階層が高いかフラットか、④労働者の熟練構成、⑤チーム労働か個人別労働か、⑥作業スピ１ド。諸項目は、
テ
イ
ラ
ー
的
な
作
業
組
織
を
基
準
と
し
た
場
合
、
そ
れ
か
ら
見
て
、
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
た
作
業
組
織
が
導
入
さ
れ
て
い
る
か
検
討
す
る
ことが中心となっていると推測される。
以
上
、
各
国
産
業
が
国
際
競
争
力
の
強
化
を
目
指
し
、
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
以
外
の
作
業
組
織
の
導
入
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
な
か
で
、
日
本
的
作
業
組
織
も
主
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
、
背
景
に
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム
は
ポ
ス
ト
（２）
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
か
、
な
ど
の
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
の
人
た
ち
を
中
心
と
す
る
論
争
と
関
わ
っ
て
い
る
。
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム
ー
その核が作業組織と系列企業ｌは、テイラー・システムやフォード・システムを超えた、普遍性のある新しい方式な
の
か
、
逆
に
、
テ
イ
ラ
リ
ズ
ム
以
前
の
強
蓄
積
の
方
式
な
の
か
が
、
主
要
な
論
点
で
あ
る
。
と
く
に
『
季
刊
窓
』
誌
上
で
展
開
さ
れ
た
（３）
ケニーⅡフロリダと加藤Ⅱスティーヴン間の論争がよく知られている。この問題は、従来から、日本的経営の優劣、
普
遍
性
・
特
殊
性
、
移
転
可
能
性
な
ど
経
営
の
分
野
で
も
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
は
、
資
本
蓄
積
の
調
整
様
式
と
い
（４）
う視点から、国民経済的な、または国家的なレベルの視点で生産システムを問題としてきたという特徴がある。一」の
派
の
共
通
の
思
考
で
は
、
大
量
生
産
の
方
法
と
し
て
の
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
は
、
組
織
労
働
者
の
高
い
賃
金
や
社
会
保
障
な
ど
に
よ
る
大量消費需要があって経済的社会的に機能し、継続的な資本蓄積がおおむね順調に進行する。このフォーディズムは、
6１
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
が
崩
壊
し
た
七
○
年
代
以
降
は
、
資
本
主
義
国
各
国
独
自
の
、
ま
た
は
類
型
的
に
い
く
つ
か
の
調
整
様
式
が
と
ら
れ
、
比
較
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
私
な
り
に
整
理
す
れ
ば
、
日
本
タ
イ
プ
の
場
合
、
市
場
と
の
関
連
で
は
、
多
品
種
少
量
生
産
ま
た
変
動
箸
し
い
市
場
の
状
況
に
直
ち
に
反
応
し
て
生
産
・
供
給
し
、
高
い
品
質
と
絶
間
な
い
労
働
生
産
性
の
向
上
が
可
能
な
生
産
シ
ス
テ
ム
が
、
大
企
業
を
頂
点
と
す
る
組
立
加
工
産
業
を
中
心
に
発
展
し
て
、
世
界
の
市
場
に
、
こ
れ
ま
で
の
か
な
り
の
期
間
、
優
位
を
占
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
市
場
は
確
保
さ
れ
た
が
、
強
い
競
争
力
か
ら
、
円
高
と
国
際
摩
擦
の
傾
向
を
避
け
難
く
、
国
の
経
済
政
策
に
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
か
ら
の
外
圧
が
加
わ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
生
産
シ
ス
テ
ム
は
、
企
業
に
よ
る
企
業
別
労
働
組
合
統
合
型
の
労
使
関
係
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
き
た
。
事
柄
に
よ
り
企
業
間
の
協
調
が
あ
る
も
の
の
、
六
大
企
業
グ
ル
１
プ
を
頂
点
と
す
る
企
業
、
企
業
群
間
の
競
争
は
、
激
し
い
。
企
業
と
そ
の
従
業
員
の
組
合
は
協
力
し
て
そ
の
企
業
の
競
争
力
推
進
に
あ
た
っ
て
き
た
。
企
業
の
収
益
率
は
高
く
な
く
、
労
働
分
配
率
も
同
様
な
傾
向
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
・
生
活
条
件
が
、
少
な
く
と
も
長
期
的
に
は
ゆ
る
や
か
に
向
上
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
企
業
に
よ
る
統
合
は
困
難
を
と
も
な
う
。
企
業
間
競
争
に
よ
っ
て
、
企
業
社
会
は
強
固
な
も
の
と
な
り
、
日
本
の
調
整
様
式
の
負
の
極
限
と
し
て
は
過
労
死
も
発
生
し
て
き
た
。
上
記
の
「
季
刊
窓
』
に
お
け
る
論
争
で
は
、
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム
の
、
積
極
面
を
評
価
す
る
か
、
消
極
面
に
注
目
す
る
か
で
、
正
反
対
の
主
張
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
論
争
の
展
開
の
過
程
で
、
両
者
は
不
可
分
で
あ
る
と
の
指
摘
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
私
の
上
記
の
整
理
も
そ
う
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
不
可
分
の
見
地
は
、
新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
が
、
労
働
者
に
と
っ
て
不
利
で
あ
っ
て
も、受容されるのは何故かを問題としている。京谷栄二の場合は、準自律的職場集団と、小集団活動がいずれも、管
戦
後
六
○
年
代
ま
で
、
先
進
資
本
主
義
国
で
機
能
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
の
も
と
で
は
、
労
働
組
合
が
テ
イ
ラ
ー
的
な
作
業
組
織
を
受
入
れ
る
一
方
、
労
働
協
約
で
労
働
諸
条
件
を
規
制
し
、
高
い
賃
金
を
獲
得
す
る
と
い
う
、
労
使
関
係
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れる。
6２
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理のもとで、限られた自主性を労働者に認めており、経営との合意が形成されたという虚偽意識を労働者に生じさせ
（５）
る
と
し
て
い
る
。
他
方
、
日
本
的
生
産
シ
ス
テ
ム
の
負
の
面
を
強
調
す
る
論
者
は
、
シ
ス
テ
ム
と
不
可
分
の
人
事
考
課
に
よ
り
、
労
働
者
（６）
間
の
、
い
わ
ば
管
理
へ
の
順
応
競
争
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
終
身
雇
用
的
慣
行
が
、
経
営
主
導
の
管
理
を
従業員が受容することの背景になっていることも、広く認められていると一一一一口えよう。
以上によると、作業組織の実態を把握し、叙述する場合のポイントは、作業組織が、テイラー・システムとどのよ
うに異なるのか、労使間で作業組織をめぐり、どのような関係があるのかを精確にとらえることであろう。テイラー
・
シ
ス
テ
ム
は
、
個
人
単
位
の
仕
事
の
割
当
て
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
｜
般
に
構
想
と
実
行
の
分
離
、
作
業
の
細
分
化
が
特
徴
で
あ
る
ことに異論はないであろうから、これらの実態とそれを克服した場合に生じうる、多能工化とその性格、知識・熟練
の
発
展
、
作
業
集
団
に
お
け
る
作
業
の
配
分
や
異
動
、
小
集
団
活
動
に
お
け
る
自
律
の
性
格
、
機
械
に
よ
る
作
業
の
代
替
な
ど
を
把
握
す
ることがポイントで、ＩＬＯ調査の調査項目とほぼ一致する。
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
に
か
か
わ
る
論
争
の
う
ち
、
作
業
組
織
に
関
す
る
も
の
は
、
最
近
行
わ
れ
た
、
小
池
和
男
、
野
村
正
實
間
（７）
の論争と関連し、本稿の主題と相覆う。小池和男は国内、国外で労働について精力的に多数の観察や聞取りを行い、
彼のみる一般「常識」の打破を試み、国際的にも影響力を及ぼしてきた。その最近の理論的基礎概念は「知的熟練」
である。日本のブルカラー労働者はＯＪＴを通じ、また近い職場への異動などを通じて知的熟練を身につける。その
内容はかなり高度なレベルに達するとみなされている。この知的熟練により、日本のブルー・カラー労働者はホワイ
ト・カラーに接近し、その年齢別賃金カーブもそれに類似するようになる。そのほか、知的熟練の概念により労働の
いくつもの側面の解明を行った。それらは最近の著書『仕事の経済学』（東洋経済新報社、一九九一年）に理論化・体
系化されている。以前の国際比較調査でも指摘していたが、この本の中で、知的熟練の内容が、変化や異常への対応
6３
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
従
来
の
論
議
を
一
歩
進
め
た
。
小
池
は
、
知
的
熟
練
の
形
成
は
日
本
固
有
の
現
象
で
は
な
く
、
普
遍
性
が
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
比
較
で
は
産
業
発
展
の
歴
史
に
よ
り
程
度
の
差
が
あ
る
。
日
本
の
労
働
者
は
そ
の
点
で
優
位
に
あ
る。日本の経営ないし日本の労使関係の先進性の主張を裏づける理論とみなすことが出来よう。
野
村
は
、
小
池
の
「
知
的
熟
練
」
を
否
定
し
た
。
野
村
は
そ
の
小
池
と
の
論
争
と
関
連
の
実
態
調
査
を
注
（
７
）
の
図
書
に
ま
と
め
て
いる。野村は、日本における熟練と分業は、あいまいであるとして、ドイツを企業内における熟練と分業の鏡として、
日本における熟練について考察する。なお、ドイツで熟練の実態と概念が明確なのは歴史的、社会的背景によること
を
、
野
村
は
指
摘
し
て
お
り
、
妥
当
で
あ
る
。
さ
て
野
村
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
従
業
員
の
区
分
は
、
①
直
接
労
働
者
、
②
準
直
接
労
働
者
〔
保
全
、
検
査
、
金
型
製
作
な
ど
専
門
工
と
運
搬
な
ど
の
単
純
作
業
者
〕
、
③
間
接
員
〔
事
務
員
、
技
術
者
、
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
な
ど
〕
で
あ
る
と
す
る
。
従
来
の
小
池
説
で
は
、
専
門
工
に
あ
た
る
層
を
論
理
的
に
無
視
し
て
、
従
業
員
を
二
区
分
で
と
ら
え
た
う
え
、
直
接
労
働
者
が
高
い
レ
ベ
ル
の
知
的
熟
練
を
身
に
つ
け
る
か
の
よ
う
に
理
論
化
し
、
誤
解
を
よ
び
お
こ
し
て
き
た
と
す
る
。
野
村
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
直
接
労
働
者
は
保
全
等
を
行
う
と
し
て
も
、
保
全
工
な
ど
の
高
度
熟
練
労
働
者
よ
り
低
い
熟
練
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
。
知
的
熟
練
の
内
容
で
あ
る
変
化
や
異
常
へ
の
対
応
と
い
う
場
合
の
、
そ
の
変
化
や
異
常
に
は
種
々
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
直
接
労
働
者
が
扱
っ
て
い
る
部
分
は
専
門
工
の
扱
う
も
の
よ
り
低
い
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
野
村
の
批
判
の
う
ち
作
業
組
織
に
関
し
て
重
要
な
も
の
は
、
生
産
性
の
決
定
要
因
は
、
直
接
労
働
者
の
熟
練
以
外
に
も
あ
り
、
恐
ら
く
そ
の
方
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
み
な
し
て
い
る
ら
し
い
点
や
、
熟
練
、
不
熟練層の分布に関し、女性が不熟練層として存在している点の指摘であろう。
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
従
業
員
の
職
種
、
熟
練
の
区
分
は
確
か
に
明
確
で
あ
る
。
日
本
は
そ
れ
と
は
別
の
分
り
に
く
い
課
業
、
能
力
の
編
成
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
の
モ
デ
ル
に
照
ら
し
て
み
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
分
り難さこそ、日本の熟練と分業を特徴づけている。長期一雇用のもとで、｜面では作業組織を貫く慣行があるが、他面
6４
作業組織と労使関係
二
自
動
車
工
場
の
構
想
と
作
業
組
織
（９）
今
回
訪
問
し
た
工
場
は
七
つ
で
あ
る
。
’
九
八
○
年
代
末
に
計
画
ざ
れ
九
○
年
代
に
操
業
し
始
め
た
新
し
い
工
場
に
特
に
注
目
し
た
。
最
近
の
傾
向
を
知
る
た
め
で
あ
る
。
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
も
訪
問
し
た
。
こ
れ
は
従
業
員
約
二
五
○
名
の
小
さ
な
工
場
で
あ
る
が
、
大
量生産の技術を引継ぎつつ、熟練した従業員が広い範囲の仕事を担当し、「手づくり」の方向を目指した特異な事業所
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
働
の
人
間
化
特
に
作
業
組
織
の
革
新
を
目
指
し
た
工
場
が
廃
止
さ
れ
て
行
く
な
か
、
自
動
車
産
業
の
作
業
組
織
を
検
討
す
る
以
上
、
日
本
の
こ
の
試
み
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
ら
と
対
比
す
る
た
め
、
従
来
か
ら
あ
る
工
場
も
訪
問
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
詳
細
な
記
録
を
作
り
、
訪
問
先
で
再
度
確
認
し
て
も
ら
っ
た
。
以
下
は
主
と
し
て
こ
れ
に
基
づ
い
て
述
べ
る
。
（、）
作
業
組
織
は
、
技
術
シ
ス
テ
ム
か
ら
相
対
的
独
自
に
編
成
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
労
働
の
人
間
化
の
観
点
か
ら
よ
り
望
ま
し
い
作
業
組
織
の
編
成
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
よ
り
本
格
的
に
労
働
の
人
間
化
を
目
指
す
場
合
、
特
定
の
内
容
を
も
つ
作
業
組
織
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
技
術
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
工
場
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
労
働
の
人
間
化
の
象
徴
的な位置を占めてきた、ポルポのカルマル、ウッデバラエ場もその例であった。
日
本
の
新
設
工
場
等
は
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
、
設
計
の
段
階
か
ら
「
人
に
や
さ
し
い
」
な
ど
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
バ
ブ
ル
景
気
の
末
期
に
、
労
働
市
場
が
逼
迫
し
て
、
大
企
業
で
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
、
新
規
採
用
に
そ
れ
が
個
別
の
経
営
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
変
動
と
差
異
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
解
明
し
、
評
価
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
（８）
る。
6５
制
約
が
出
始
め
た
こ
と
、
従
業
員
の
退
職
率
が
急
速
に
高
ま
る
傾
向
を
見
せ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
中
長
期
の
見
通
し
で
、
不
人
気
な
自
動車組立工などについては、労働力不足が不可避とみなされたことをあげることができよう。そのため、六（二）で
述
べ
る
ト
ヨ
タ
の
よ
う
に
、
会
社
全
体
と
し
て
、
人
事
管
理
、
働
き
方
に
つ
い
て
改
善
を
試
み
た
例
も
あ
る
。
既
存
工
場
に
お
い
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、
重
筋
労
働
、
悪
い
環
境
の
も
と
で
の
労
働
を
な
く
す
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ト
ヨ
タ
堤
工
場
や
日
産
栃
木
工場では、動く歩道のような台の上で作業し、作業が終わると位置がもとへ一民Ｕ作業者が歩く必要がないような工夫
を
し
て
い
る
所
が
あ
っ
た
が
、
作
業
者
の
負
担
軽
減
の
試
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
日
産
九
州
工
場
で
は
、
労
働
力
不
足
対
策
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
車
体
組
立
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
完
全
自
動
化
シ
ス
テ
ム
（田缶の．旨三］】□の昌団・昌少の叩の日す］『の房芹の曰）としたほか、多数のロボットを導入している。この工場の組立工程の自
動
化
率
は
日
産
の
な
か
で
も
っ
と
も
高
く
、
世
界
的
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
他
に
比
較
す
れ
ば
自
動
化
に
よ
る
人
間
労
働
の
置
換
え
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
ほ
か
、
人
間
工
学
的
な
検
討
を
行
い
、
無
理
な
姿
勢
、
重
量
物
の
取
扱
い
、
有
害
な
環
境
な
ど
を
な
く
す
よ
うにした。また、工場内の色彩などにも配慮している。日産九州工場は、総組立工において、ベルトコンベアを廃止
し
、
「
電
動
式
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
台
車
」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
組
立
中
の
車
一
台
を
載
せ
て
個
別
に
動
く
作
業
台
を
兼
ね
た
台
車
で
あ
る
。
台
車
は
個
別
に
動
き
う
る
か
ら
、
コ
ン
ベ
ア
の
速
度
に
よ
り
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
総
組
立
工
程
の
コ
ン
ベ
ア
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
平
均
的
に
必
要
な
作
業
速
度
は
従
来
通
り
で
あ
る
か
ら
、
作
業
に
お
け
る
自
由
度
が
あ
ま
り
拡
大
し
た
と
い
う
印
象
は
受
け
な
い
。
む
し
ろ
、
リ
フ
ト
装
置
に
よ
り
作
業
対
象
の
高
さ
を
加
減
で
き
無
理
な
姿
勢
を
避
け
う
る
こ
と
が
、
作
業
者
に
と
っ
て
大
き
な
改
善
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
同
じ
よ
う
な
努
力
は
ト
ヨ
タ
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
トヨタでは、従来基本的に男子のみの職場であった自動車工場に、女性も働く方針がとられている。これは、重筋
作
業
な
ど
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
面
が
あ
る
。
ま
た
、
自
動
車
工
場
で
一
般
的
で
あ
っ
た
、
昼
夜
二
交
替
制
は
不
評
で
6６
作業組織と労使関係
あ
っ
た
が
、
新
し
い
工
場
で
夜
間
に
わ
た
る
勤
務
が
普
通
の
生
活
リ
ズ
ム
と
接
近
し
た
「
連
続
二
交
替
制
」
が
採
用
さ
れ
、
従
業
員
の
期
待
に
応
え
た
。
な
お
、
ト
ヨ
タ
九
州
の
場
合
、
女
性
の
深
夜
業
規
制
と
の
矛
盾
が
な
お
残
る
が
、
こ
の
勤
務
制
度
の
採
用
に
よ
り
、
女
性
が
交
替
勤
務
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
工場の構想で注目されるのは、トヨタの田原工場の第四組立ライン、トヨタ九州工場および本田技研高根沢工場に
お
け
る
作
業
組
織
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
従
来
の
長
い
総
組
立
ラ
イ
ン
を
、
機
能
別
な
ど
の
ま
と
ま
り
あ
る
短
い
ラ
イ
ン、サブラインなどとして相対的に独立させ、これを集団で担当させていることである。これにより、経営的には、
品
質
を
保
証
し
、
従
業
員
に
対
し
て
は
、
ま
と
ま
り
あ
る
仕
事
と
し
て
充
実
感
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
班
長
等
の
作
業
に
従
事
す
る
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
、
集
団
で
一
定
範
囲
の
業
務
を
担
当
し
て
き
た
し
、
そ
の
場
合
、
集
団
の
担
当
範
囲
は
集
団
に
と
っ
て
自
明
で
あ
り
、
そ
の
作
業
分
担
の
あ
り
方
は
、
上
記
の
ふ
た
つ
の
機
能
を
随
伴
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
し
い
構
想
で
は
、
こ
れ
を
、
明確にし、強化したと言えよう。旧工場でも「完結工程」づくりが目指されている。
田
原
工
場
の
第
四
組
立
ラ
イ
ン
の
あ
と
で
稼
働
し
た
ト
ヨ
タ
九
州
工
場
で
は
、
総
組
立
工
程
は
、
各
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
機
能
別
ラ
イ
ン
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
は
普
通
の
工
場
と
同
様
に
短
い
。
｜
方
、
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
の
総
組
立
工
程
は
、
Ｕ
字
形
の
ラ
イ
ン
を
組
合
わ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
工
場
で
は
、
生
産
量
が
極
め
て
少
な
く
、
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
が極めて長いこと、｜つの機能の組立てが終わったことを確認して次に送るが、その際同時進行は予定していないこ
とから、伝統的な自動車組立工場とは工場の構想を異にしている。
新
し
い
工
場
の
構
想
で
注
目
さ
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の
点
は
、
自
動
化
と
人
間
労
働
と
の
分
担
関
係
で
あ
る
。
会
社
に
よ
り
、
組
立
工
程
の
編
成
に
発
想
の
違
い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
生
産
シ
ス
テ
ム
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
機
械
に
よ
る
自
動
化
で
改
善
す
る
以
前
に
人
手
に
よ
る
作
業
の
改
善
を
行
う
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
改
善
の
目
標
は
作
業
者
数
の
削
減
に
あ
る
が
、
作
業
の
改
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善では、費用をかけず個人の作業分担範囲の調整で作業者数の削減に導きうる可能性があるのに対して、機械の改善８６
で
は
、
費
用
が
か
か
り
、
作
業
者
数
を
削
減
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
作
業
が
標
準
化
さ
れ
て
い
て
初
め
て
自
動
化
機
械
で
置
（、）
換えうるからである。これに対して、日産は機械による△ロ理化を重視する傾向があると指摘されている。これは最近
（⑫）
ではロボットの導入台数などに現れている。
新鋭工場の建設の過程では自動車各社が自動化率を競争しあっていたこともあり、トヨタの田原工場第四組立ライ
ン
の
場
合
も
、
自
動
化
を
進
め
た
。
こ
の
工
場
で
も
、
ボ
デ
ー
の
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
表
面
の
凹
凸
を
人
手
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
っ
た
例
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
自
動
化
が
技
術
的
に
困
難
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
工
場
の
次
に
建
設
さ
れ
た
ト
ヨ
タ
九
州
で
は
、
む
し
ろ
自
動
化
に
つ
い
て
評
価
を
厳
格
に
行
い
、
全
体
と
し
て
自
動
化
を
後
退
さ
せ
た
。
そ
の
理
由
は
、
自
動
化
が
高
価
で
あ
る
と
い
う
費
用
効
率
上
の
考
慮
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
機
械
化
、
自
動
化
に
適
す
る
か
（
重
量
物
を
扱
う
か
、
危
険
か
、
精
確
さを要するか、速さを必要とするかなど）、手労働に残した方がよいか（人の感覚、判断を要する仕事など）が区別さ
れ
た
。
な
お
、
長
期
不
況
の
も
と
で
労
働
市
場
の
状
況
が
変
わ
り
、
ま
た
収
益
の
維
持
の
た
め
、
機
械
へ
の
依
存
を
低
め
る
動
き
が
出
て
前項で述べた問題に照し、つぎのようにまとめることが出来よう。
第
一
に
、
最
近
新
し
く
建
設
さ
れ
た
自
動
車
工
場
は
も
ち
ろ
ん
、
従
来
か
ら
稼
働
し
て
い
る
工
場
に
お
い
て
も
、
従
業
員
の
労
働
の
あ
りかたに、従来にない配慮がなされている。「人にやさしい」等のスローガンがそれを表している。その内容としては、
人
間
の
生
理
的
、
心
理
的
条
件
に
適
合
し
た
作
業
や
職
場
環
境
の
実
現
、
有
害
な
作
業
の
機
械
に
よ
る
代
替
、
勤
務
制
度
の
変
更
な
ど
が
一般的である。第二に工場のデザインを改め、まとまった機能に関する組立作業を集団に任せる方式が一部で採用さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
作
業
の
分
担
の
方
式
と
大
差
な
く
、
管
理
方
式
と
し
て
は
連
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
営
者
が
作
業
者
に
充
れた。
いる。
作業組織と労使関係
ト
ヨ
タ
と
日
産
で
、
直
接
生
産
部
門
と
こ
れ
を
支
援
、
管
理
す
る
部
門
と
の
組
織
編
成
は
幾
分
違
い
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
類
似
し
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
の
あ
る
従
来
工
場
の
場
合
を
見
よ
う
。
総
組
立
と
い
う
直
接
生
産
部
門
（
大
工
程
別
の
諸
課
か
ら
な
る
）
に
対
し
て
、
同
じ
部
の
な
か
に
、
保
全
係
と
技
術
員
室
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
部
の
な
か
の
各
課
お
よ
び
部
と
し
て
、
改
善
組
が
置
か
れ
て
い
る
。
直
接
生
産
の
部
と
は
別
の
部
と
し
て
品
質
管
理
部
と
工
務
部
が
あ
る
。
直
接
生
産
部
門
の
従
業
員
は
、
主
た
る
に
業
務
の
一
環
と
し
て
、
品
実
感
を
与
え
る
こ
と
等
を
明
確
な
目
標
と
し
て
構
想
を
た
て
て
い
る
こ
と
は
、
新
し
い
。
第
三
に
、
組
立
ラ
イ
ン
で
は
、
短
い
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
で
細
分
化
さ
れ
た
作
業
を
す
る
こ
と
は
基
本
と
な
っ
て
お
り
変
化
は
な
い
。
し
か
し
、
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
の
場
合
は
、
伝
統
的
な
大
量
生
産
方
式
を
引
継
い
で
大
工
程
の
編
成
は
同
様
で
あ
る
が
、
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
が
長
い
こ
と
、
従
っ
て
、
個
人
の
担
当
す
る
作
業
の
範
囲
が
広
い
こ
と
、
ま
た
、
機
能
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
接
合
を
緩
や
か
に
し
て
、
同
時
進
行
的
な
作
業
の
強
制
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
ことが、自動車組立てラインとして、直前に述べた新しい経験を一歩進めたものとみなすことが出来よう。第四は、
「
人
に
や
さ
し
い
」
工
場
の
構
想
お
よ
び
運
営
に
お
い
て
も
、
当
然
な
が
ら
、
経
営
効
率
の
観
点
が
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
原
則
が
つ
ね
に
調
和
的
で
あ
り
う
る
の
か
は
、
別
に
問
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
第
五
に
、
現
在
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
「
人
に
や
さ
し
い
」
仕
事
の
あ
り
か
た
に
と
も
な
い
、
伝
統
的
な
男
性
の
職
場
に
女
性
が
進
出
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
か
ら
第
五
ま
で
は
、
経
営
が
環
境
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
化
が
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
第
四
に
つ
い
て
は、経営が効率を求めることは同じでも、求め方に変化を生じつつあったのである。これらすべての変化については、
労
働
市
場
に
お
け
る
需
給
関
係
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
三
工
場
内
分
業
ｌ
直
接
生
産
作
業
と
支
援
・
管
理
サ
ー
ビ
ス
6９
質の維持、保全、改善、標準作業の設定などに携わる。
まず、品質であるが、現在では作業者が、「品質を作り込む」ことが一般的である。即ち、直接生産従事者の外に原
則
と
し
て
、
品
質
管
理
要
員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ト
ヨ
タ
堤
工
場
で
は
技
術
的
に
必
要
な
箇
所
も
残
さ
れ
て
い
た
。
日
産
栃
木
工
場
で
は
、
高
級
車
を
生
産
し
て
い
る
た
め
、
組
立
の
中
間
の
要
所
に
専
門
の
品
質
管
理
要
員
が
置
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た。品質管理部の要員は組立が終わった所で、法定のものを含む各種の機能などのテストを行う。生産工程では見出
せなかった品質上の問題がここで発見されれば、その情報が対応する生産部門に伝達される。塗装、組立に入る前に
車
体
に
つ
い
て
、
製
品
の
検
査
が
あ
り
、
こ
れ
に
も
、
専
門
の
要
員
が
従
事
し
て
い
る
。
品
質
保
証
の
基
本
的
責
任
は
直
接
生
産
の
作
業
者にあるが、その方法は作業の一環として定められており、その限りでは専門知識を必要としない。しかし、品質上
問
題
が
あ
る
と
き
に
は
作
業
者
が
改
善
活
動
で
取
扱
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
関
連
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
場
合
、
品
質
管
理
専
門
の
要
員
は
直
接
生
産
の
作
業
者
と
学
歴
は
同
様
で
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
訓
練
が
中
心
で
熟
練
度
が
よ
り
高
い
と
は
言
え
な
い
よ
つ
ぎ
に
、
保
全
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
簡
単
な
保
全
は
直
接
生
産
の
作
業
者
、
と
く
に
、
ベ
テ
ラ
ン
や
役
付
き
者
が
中
心
と
な
っ
て
処
理
す
る
。
そ
れ
以
外
は
専
門
の
保
全
要
員
に
依
頼
す
る
。
日
産
九
州
工
場
の
説
明
で
は
、
保
全
に
関
す
る
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れにより、どこで担当するか分る。また直接生産のベテランは現場で処理出来るか判断するとのことである。現場に
は
、
そ
の
日
の
業
務
を
そ
の
日
に
終
え
る
必
要
が
あ
り
、
直
接
生
産
以
外
に
長
い
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
保
全
の
専
門
従
業
員
と
の
分
業
は
不
可
欠
で
あ
る
。
専
門
の
保
全
要
員
は
工
業
高
校
卒
の
学
歴
が
あ
っ
た
り
、
機
械
、
電
気
、
電
子
に
関
す
る
企
業内の教育を受けていることが多いなど、専門知識を持っている。その毎日の経験と併せて考えて、野村の言うよう
に熟練労働者と見なしてよいであろう。しかし、直接生産の従業員に保全の一部を担当させることで、保全を専門労
うである。
つぎに、
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働
者
の
独
占
的
な
仕
事
の
範
囲
と
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
と
関
連
す
る
が
、
後
述
の
ト
ヨ
タ
「
専
門
技
能
修
得
制
度
」
で
は
、
直
接
生
産
の
作
業
者
も
、
保
全
を
含
む
幅
広
い
熟
練
者
と
し
て
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
三
に
改
善
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
生
産
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
改
善
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
門
田
は
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
基
礎
の
と
こ
（⑬）
ろに改善を置いた図式を掲げている。これによれば、小集団活動による改善は、直接に作業者のモラールの向上を経
て人間性の尊重の目的を達成する。また標準作業の設定・改善、作業者の削減に連なる。さらに、「自働化一」（異常の
際
に
機
械
装
置
が
停
止
す
る
こ
と
に
よ
る
監
視
・
管
理
）
や
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
と
い
う
ト
ヨ
タ
生
産
シ
ス
テ
ム
の
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
成
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
小
集
団
に
よ
る
改
善
と
い
う
場
合
の
小
集
団
は
ほ
ぼ
班
に
該
当
し
、
品
質
、
コ
ス
ト
の
低
減
、
保
全
、
安
全
な
ど
日
常
の
業
務
に
関
す
る
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
の
場
合
、
提
案
制
度
も
小
集
団
活
動
と
な
ら
ん
で
推
進
さ
れ
て
い
る
。
小
集
団
活
動
で
班
内
の
措
置
で
改
善
で
き
る
場
合
は
問
題
が
な
い
が
、
特
別
な
道
具
を
必
要
と
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
場
合
や
、
小
規
模
な
設
備
の
改
善
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
の
実
現
を
改
善
組
に
依
頼
す
る
。
そ
の
メ
ン
バ
１
は
直
接
生
産
の
ベ
テ
ラ
ン
作
業
者
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
作
業
に
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
日
産
の
場
合
も
、
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
テ
ー
マ
は
、
職
場で問題の重要な順に選択することとなっており、経営の一部としての位置づけがいっそう明瞭である。小集団活動
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
あ
る
が
、
本
稿
の
文
脈
で
は
、
改
善
の
た
め
に
は
、
統
計
や
技
術
上
の
知
識
等
を
必
要
と
し
ており、一般の直接作業者の知識を促進する機会となりうることに留意したい。｜般の作業者が大きな改善を実行す
る
こ
と
は
少
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
点
は
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
。
以
上
の
諸
点
で
新
旧
工
場
で
違
い
は
な
い
。
工
場
内
組
織
の
役
職
位
の
編
成
は
、
単
純
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
従
業
員
の
年
齢
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
こ
ともあり、役職位とは別の職能資格による処遇を並存させている。トヨタの現場では、課長、工長、組長、班長とな
っ
て
い
る
。
日
産
で
は
課
長
、
係
長
、
工
長
、
｜
般
で
一
階
層
少
な
い
が
、
一
般
の
な
か
に
指
導
作
業
員
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
。
卜
7１
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
は
規
模
が
小
さ
い
が
、
工
場
の
組
織
編
成
は
類
似
し
て
い
る
。
職
位
の
系
列
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
リ
１
グ
ー
、
グ
ループリーダー、一般で階層数が少ない。グループリーダーは現場出身者であるから、同様の状況にある他企業の工
長
や
係
長
に
相
当
す
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
グ
ル
ー
プ
の
大
き
さ
は
五
～
六
人
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
現
場
関
係
で
は
、
溶
接
、
塗
装
、
組立となっており、大工程にあたる。ここに、生産技術の技術者が配置されている。このほかに、品質管理、工務、
設備管理、技術のブロックがある。この工場の場合、規模は小さが、大工場における分業と類似しており、直接生産
の作業者の担当範囲が極めて広いが品質管理、保全の専門要員が置かれていることになる。
以上要するに、調査した工場ではいずれも、直接生産部門のほかにそれを支援、管理する部門ないし専門労働者が
いる。保全に関しては、これら専門労働者は高度の知識をもち、経験をつんでいる。しかし、品質管理、保全、改善
な
ど
の
知
識
、
経
験
は
直
接
生
産
の
作
業
者
に
も
拡
散
し
て
お
り
、
専
門
労
働
者
が
独
占
し
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
こ
れ
ら
の
、
直
接
、
間
接
の
系
統
を
統
合
す
る
こ
と
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ヨタの班長も相当程度実作業に従事しており、実態は両社であまりかわらないであろう。トヨタの組長、日産の工長
は
総
組
立
の
場
合
、
一
五
～
二
○
名
を
監
督
し
て
い
る
。
課
長
は
非
組
合
員
で
そ
れ
か
ら
下
は
組
合
員
と
な
る
。
組
合
の
な
か
で
し
ば
し
ば
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
役
職
位
の
人
々
は
、
一
定
の
範
囲
の
管
理
を
担
当
し
て
い
る
。
後
述
す
る
従
業
員
の
日
々
の
配置、小範囲の異動、教育訓練なども含まれる。また後述するように標準作業の決定にあたって、下位の職制が中心
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組
立
を
中
心
に
、
直
接
作
業
の
分
担
を
み
よ
う
。
ト
ヨ
タ
、
日
産
と
も
、
集
団
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
柔
軟
性
に
富
む
こ
と
は
同
様
である。より多くの情報が得られた日産について検討する。先ず、月毎に生産計画がきまると、各工長が担当する組
の
配
置
人
員
が
き
ま
る
。
そ
こ
で
、
人
の
出
入
り
が
必
要
と
な
る
。
受
入
れ
側
の
要
望
と
、
公
平
性
の
維
持
を
考
慮
し
て
、
異
動
が
行
わ
れ
、
組
の
メ
ン
バ
ー
が
確
定
す
る
。
メ
ン
バ
ー
に
ど
の
よ
う
に
作
業
を
割
振
る
か
は
工
長
の
判
断
に
よ
る
。
た
だ
メ
ン
バ
ー
に
受
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
工
長
の
判
断
は
制
限
さ
れ
る
。
｜
人
分
の
作
業
（
工
程
）
は
、
ひ
と
つ
又
は
複
数
の
順
序
を
もつ課業で、作業として難易度がある。九州工場の場合、ＡＢＣに分けているとのことであった。Ｃがやさしく、季
節
工
や
新
し
く
作
業
を
行
う
者
が
ま
ず
こ
れ
に
つ
く
。
同
じ
く
作
業
を
行
う
場
合
に
、
最
初
は
、
教
え
ら
れ
た
り
援
助
を
う
け
た
り
し
な
がら実施するが、その後独りで行うことができるようになり、さらに他人に教えることができるような熟練のレベル
があると見なされている。これらは技能のＩＵＬのレベルと呼ばれている。日産では、職能資格制度があり、直接生
産の作業者は、Ｇ１～Ｇ５に位置づけられる。Ｇ５は指導作業員クラスである。資格等級は賃金にも反映するから、
熟練を身につけて資格を昇格することが従業員にとって重要である。監督者としてもそれを容易にする配慮が求めら
れ、これは作業の配分などを通じて実現される。このように、メンバーの熟練を高めるようにすることが作業を割当
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
作
業
一
作業組織とも不可分である。
直接生産の作業者について、多能工化が進められていることは良く知られている。その知識・熟練はどのように評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
作
業
の
分
担
、
異
動
、
教
育
訓
練
な
ど
が
多
能
工
化
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
た
直
接
生
産
の
集
団
的
二
）
作
業
の
分
担
四
直
接
生
産
作
業
に
お
け
る
熟
練
7３
てる際のひとつの観点である。もうひとつは業務を行うため必要な熟練を身につけた者を配置することである。困難
度
の
高
い
作
業
を
出
来
る
者
は
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
特
定
の
作
業
が
特
定
の
人
に
固
定
す
る
傾
向
も
出
て
く
る
。
こ
れ
で
は
、
た
と
え
ば
、
そ
の
者
が
欠
勤
し
た
と
き
に
問
題
を
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
日
産
で
は
、
一
人
が
三
作
業
を
担
当
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
九
州工場では、さらに一作業を担当できる人を三人にしておくことも目指して、相当程度実現している。各組では、三
作
業
に
限
ら
ず
、
組
の
担
当
す
る
範
囲
の
す
べ
て
の
作
業
が
で
き
る
者
も
い
る
。
指
導
作
業
員
は
そ
の
組
の
担
当
す
る
作
業
の
ほ
と
ん
ど
が
で
き
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
工
長
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
能
工
養
成
の
た
め
、
工
長
は
、
個
人
別
の
訓
練
計
画
を
表
に
ま
と
め、系統的に作業を経験させるようにしている。
全
く
経
験
の
な
い
者
が
作
業
に
つ
く
場
合
に
は
、
工
場
の
概
要
、
安
全
の
基
本
的
事
項
、
労
働
条
件
な
ど
、
働
く
上
で
最
低
不
可
欠
な
こ
と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
工
具
の
扱
い
方
や
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
ゆ
く
た
め
の
訓
練
を
受
け
る
。
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
行
く
こ
と
は
熟
練
と
い
う
よ
り
は
、
工
場
の
現
場
で
必
要
な
努
力
の
レ
ベ
ル
に
慣
れ
る
こ
と
と
言
え
よ
う
。
そ
の
上
で
、
組
に
配
置
さ
れ
、
組
の
作
業
の
内
容
、
順
序
に
つ
い
て
理
解
し
た
う
え
、
Ｃ
ク
ラ
ス
の
作
業
に
つ
く
。
指
導
作
業
員
が
そ
の
隣
に
つ
く
な
ど
の
こ
と
で
、
助
言
、
援
助
を
う
け
な
が
ら
習
熟
し
て
ゆ
く
。
そ
の
際
、
作
業
を
構
成
す
る
課
業
の
ひ
と
つ
か
ら
始
ま
り
、
課
業
を
増
や
し
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て
独
り
で
で
き
る
Ｕ
レ
ベ
ル
に
達
す
る
。
こ
の
間
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
関
わ
る
者
は
時
間
を
そ
の
た
め
割
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
メ
ン
バ
ー
の
有
給
休
暇
の
取
得
に
時
期
を
ず
ら
し
て
も
ら
う
な
ど
の
調
整
を
行
う
。
集
団
と
し
て
作
業
を
担
当
し
て
い
る
た
め
調
整
が
し
や
す
い
。
｜
か
月
単
位
で
作
業
の
割
当
て
が
決
ま
っ
て
か
ら
も
、
例
え
ば
、
欠
勤
者
が
あ
れ
ば
、
工
長
は
そ
の
日
の
割
当
て
の
調
整
を
し
な
け
れ
ばならない。一人三作業が可能といった条件があれば、調整は容易である。また、一か月のなかで、教育のため、負
担の公平化のため等で作業の分担が柔軟に調整される。
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異
動
異
動
は
、
職
業
的
能
力
開
発
の
機
会
ま
た
手
段
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
、
日
産
と
も
慣
行
は
類
似
し
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
で
は
、
一
九
九
一
年
から「新人事制度」を発足させ、教育と異動を組織的に行い始めた。この際、異動に関する慣行を基礎に経営の方針
と
し
て
拡
大
し
た
と
見
ら
れ
る
。
両
社
に
つ
い
て
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
１
の
人
び
と
の
平
均
的
な
異
動
の
慣
行
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
まず、採用されると、特定の課の組に配置される。どこに配置されるかは、課に認められた欠員があることのほか、
従
業
員
側
の
学
歴
（
工
業
高
校
卒
か
、
普
通
高
校
卒
か
）
、
本
人
の
希
望
な
ど
が
考
慮
さ
れ
る
。
経
営
上
の
変
化
、
人
間
関
係
の
不
適
応
と
い
っ
た
特
別
の
事
情
が
な
け
れ
ば
、
当
初
配
置
さ
れ
た
組
に
数
年
と
い
っ
た
長
期
間
所
属
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
間
一
時
的
に
他
の
組
一
つ
の
作
業
を
Ｕ
レ
ベ
ル
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
期
間
は
、
作
業
の
難
易
度
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
｜
～
四
週
間
程
度
と
い
う
推
定
で
あ
っ
た
。
個
別
の
作
業
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
修
得
に
さ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
Ａ
ク
ラ
ス
の
難
易
度
の
作
業
を
始
め
る
に
は
、
Ｂ
ク
ラ
ス
や
別
の
Ａ
ク
ラ
ス
の
作
業
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｕ
レ
ベ
ル
の
熟
練
に
達
し
た
と
き
た
だ
ち
に
次
の
作
業
の
習
得
を
始
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
難
易
度
の
高
い
作
業
を
含
め
て
、
組
全
体
の
作
業
を
行
い
う
る
に
は
、
実
際
上
相
当
の
長
い
経
験
年
数
を
必
要
と
す
る
。
ト
ヨ
タ
の
場
合
、
若
手
で
採
用
さ
れ
て
、
班
長
に
な
る
に
は
平
均
二
年
、
班
長
六
年
で
組
長
、
組
長
六
年
で
工
長
と
な
る
の
が
目
安
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
経
験
年
数
が
直
ち
に
、
熟
練
の
程
度
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
な
い
と
し
て
も
幅
広
く
作
業
を
こ
な
せ
る
た
め
に
は
、
上
記
の
よ
う
な
経
験
が
必
要
で
あ
る
。
熟
練
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
総
組
立
工
程
に
お
け
る
経
験
を
通
じ
て
修
得
す
る
職
業
的
能
力
（
技
能
）
は
そ
の
一
類
型
で
あ
ろ
う
。
直
接
生
産
の
作
業
者
の
ベ
テ
ラ
ン
の
こ
の
意
味
の
熟
練
、
経
験
的
熟
練
な
い
し
技
能
は
低
い
と
言
切
れ
な
い
。
保
全
専
門
従
事
者
の
熟
練
は
、
こ
れ
と
異
な
っ
た
類
型
と
考
え
ら
れ
る
。
7５
を
応
援
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
。
ま
た
、
課
長
の
方
針
に
よ
っ
て
他
の
組
に
配
置
が
え
す
る
こ
と
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ぎ
に
、
能
力
開
発
と
役
職
位
へ
昇
進
ま
た
は
そ
の
準
備
の
た
め
、
課
内
の
他
の
組
に
異
動
す
る
。
こ
れ
は
、
工
場
の
側
か
ら
言
え
ば
、
対
象
者
が
関
連
職
場
を
広
く
知
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
も
う
一
段
階
上
へ
の
昇
進
に
関
連
し
て
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
課
を
超
え
た
異
動
も
行
わ
れ
る
。
以
上
を
み
る
と
、
溶
接
、
組
立
と
い
っ
た
課
の
な
か
の
組
が
基
本
的
単
位
で
課
は
こ
れに次ぐ重要な単位といえよう。会社の生産計画により、工場間の異動が必要となることがあるが、その場合、溶接、
組立といった同じ職種間で応援が行われるのが普通である。
一
般
の
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
の
従
業
員
は
、
溶
接
、
組
立
な
ど
の
大
き
な
職
種
の
な
か
で
組
の
限
ら
れ
た
作
業
に
従
事
し
て
い
る
が
、
昇
進
的
な
異
動
を
経
て
、
役
職
位
に
つ
き
、
大
き
く
な
い
と
し
て
も
管
理
・
監
督
の
役
割
が
与
え
ら
れ
る
慣
行
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
直
接
生
産
の
作
業
者
の
上
層
は
、
管
理
・
監
督
の
役
を
担
い
う
る
よ
う
能
力
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
現
場
作
業
と
は
別
種
の
熟
練
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
キ
ル
や
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ス
キ
ル
）
形
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
の
場
合
は
、
会
社
お
よ
び
工
場
の
異
動
に
関
す
る
方
針
は
、
以
上
と
相
当
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
工
場
と
し
て
、
幅
広
い
知
識
・
熟
練
の
持
主
を
育
て
よ
う
と
し
て
お
り
、
未
経
験
の
仕
事
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
こ
の
工
場
の
従
業
員は、新しい工場の構想に共鳴して社内から応募した人びとから編成され、その後の経過年数も少ないから、上記の
方針は従業員に違和感がない。同じ職場に長く留まるのではなく、グループはもちろん、ブロックを超えて、即ち、
溶
接
、
塗
装
、
組
立
な
ど
の
大
き
な
区
分
を
超
え
て
異
動
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
工
場
へ
の
異
動
も
行
っ
て
い
る
。
工
場
内
で
異
動
し
、
教
育
訓
練
が
必
要
な
場
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
の
た
て
た
教
育
計
画
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
ー
が
一
対
一
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
っ
た
り
、
こ
れ
と
組
合
わ
せ
て
工
場
内
で
作
業
を
離
れ
て
学
習
さ
せ
た
り
し
て
い
る
。
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日
産
の
場
合
も
同
様
に
、
教
育
訓
練
は
全
社
的
に
体
系
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
編
成
は
類
似
し
て
い
る
。
「
職
場
教
育
」
の
一
環
と
し
て
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
こ
の
企
業
で
も
教
育
の
中
心
で
あ
る
が
、
職
場
教
育
の
な
か
に
異
動
や
改
善
活
動
も
含
め
る
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。
階
層
別
教
育
で
は
、
作
業
、
品
質
、
安
全
、
労
務
、
設
備
、
原
価
の
六
管
理
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に
応
じ
て
教
育
し
て
い
る
。
指
導
作
業
員
ク
ラ
ス
に
あ
た
る
階
層
で
、
保
全
・
検
査
・
技
術
・
Ｉ
Ｅ
実
習
と
い
う
教
育
過
程
が
あ
る
。
こ
れ
は
直
接
生
産
の
作
業
者
の
系
列
の
者
も
、
｜
定
範
囲
の
保
全
、
標
準
作
業
の
運
用
の
た
め
、
ま
た
工
務
部
と
の
円
滑
な
協
力
実
現
の
た
め
、
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
○
魚
］
目
と
し
て
は
、
職
場
教
育
と
し
て
、
専
門
知
識
、
管
理
知
識
を
与
え
る
こ
と
と
技
能
の
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
工
場
に
付
属して、技能研修センター、電子訓練センターがおかれ、製造については溶接、電気、配管などの技能、機械の保全
や電子、情報処理関係の教育がなされている。日産栃木工場の説明では、監督者のレベルの○庫］目で直接生産作業
の
系
列
の
者
に
も
保
全
に
つ
い
て
教
育
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
系
列
の
者
を
教
育
の
た
め
保
全
に
長
期
応
援
に
出
す
こ
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
直
接
生
産
の
作
業
者
の
上
層
の
者
に
保
全
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
与
え
経
験
さ
せ
る
機
会
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
保
全
に
お
け
ト
ヨ
タ
で
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
集
合
教
育
、
自
主
活
動
（
自
己
啓
発
）
を
教
育
訓
練
の
柱
と
し
、
と
り
わ
け
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
中
心
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー
の
分
野
で
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
こ
の
産
業
に
共
通
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
上
記
の
よ
う
に
、
異
動
も
、
管
理
・
監
督
や
他
の
職
種
に
関
連
す
る
能
力
開
発
の
機
会
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
技
能
系
従
業
員
に
対
す
る
集
合
教
育
の
体
系
は
、
階
層
別
教
育
と
職
能
別
教
育
か
ら
な
る
。
階
層
別
教
育
は
、
職
能
資
格
制
度上の等級に応じて、新入社員から工長レベルにいたる、それぞれの段階で制度化されている。また、本稿と関連の
あ
る
職
能
別
教
育
と
し
て
、
全
社
的
な
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
基
礎
教
育
、
保
全
技
術
教
育
や
各
部
署
の
Ｑ
Ｃ
や
保
全
に
関
連
す
る
教
育
が
あ
る
。 （
三
）
教
育
訓
練
7７
る
分
担
と
協
力
関
係
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
トヨタでは最近、「専門技能修得制度」が設けられた。これは、技能について、職種（概ね課の範囲）ごとに四段階
の修得基準を設け、所定の経験、階層別、職能別研修などを経て、一定の方式で技能を認定するものである。上位に
ゆくほど、多数の作業が出来るようになるほか、知識・熟練の幅がひろがる。また、従業員の年齢構成が高まり、昇
進
の
行
き
詰
ま
り
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
従
業
員
個
人
が
将
来
展
望
を
も
っ
て
定
着
で
き
る
よ
う
に
す
る
ため、役職位に対応する三層のエキスパートの専門職が設けられた。現在、専門技能修得制度と、この職能資格制度
は
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
上
位
の
熟
練
を
身
に
つ
け
た
者
は
、
改
善
、
試
作
、
海
外
で
の
技
術
指
導
な
ど
の
専
門
的
な
仕
事
に
つ
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
直
接
生
産
の
作
業
者
の
系
列
の
者
も
経
験
を
積
む
と
と
も
に
、
幅
広
い
専
門
家
と
な
り
う
る
よ
う
な
能
力
開
発
が
目
指
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
六
１
（
二
）
参
照
）
。
（
｜
）
～
（
三
）
を
総
括
し
、
直
接
生
産
の
作
業
者
で
あ
る
多
能
工
の
熟
練
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
そ
の
中
に
は
、
採
用
後
間
も
な
い
者や、季節工がおり、また記述していないが、年齢の高い者などで多能工化を望まない者もいる。これらの人びとは、
短
い
期
間
指
導
を
う
け
て
、
そ
の
作
業
を
こ
な
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
技
能
が
低
い
と
考
え
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
班
や
組
の
り
１グーや長となると、担当範囲の作業を、困難なものを含め全部でき、指導もできる。この層は、品質管理、保全、
Ｉ
Ｅ
、
改
善
に
つ
い
て
、
専
門
の
従
業
員
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
知
識
と
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
は
、
管
理
・
監
督
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ト
ヨ
タ
の
新
制
度
で
は
、
専
門
職
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
直
接
生
産
の
男
子
正
規
従
業
員
は
、
経
験
を
積
む
と
と
も
に
、
可
能
な
作
業
を
増
や
し
、
役
職
位
に
つ
い
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
女
性
は少なく、判断はできない。しかし、これまでの男子に関する限り、熟練をもつ専門労働者と熟練の低い直接生産の
作業者という、西欧的区分をあてはめることは適当とは言えないのではないか。直接生産の作業と支援、管理の活動
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（
四
）
設
備
の
新
設
、
製
品
の
変
更
工場全体の新設、既設工場内での組立工程の新設、新車の製造開始、モデル・チェンジなどにあたり、直接生産の
作
業
者
（
技
能
者
）
は
ど
の
よ
う
に
参
加
す
る
か
、
新
し
い
生
産
に
適
応
す
る
か
に
つ
い
て
み
よ
う
。
新
設
、
変
更
な
ど
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
、
設
備
、
製
品
な
ど
が
新
し
く
な
る
。
そ
の
際
は
、
当
初
は
、
技
術
者
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
が
、
技
能者出身の役付層の一部の少数の者も選ばれて、計画段階で参加し、生産の経験にもとづいて、意見を述べている。
設
備
で
あ
れ
ば
、
そ
の
細
目
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
、
新
車
の
開
発
で
あ
れ
ば
製
品
の
内
容
と
製
造
の
方
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
計
画
の
比
較
的
初
期
に
参
加
し
た
者
は
、
そ
の
後
、
試
作
に
参
加
し
た
り
、
最
初
の
標
準
作
業
を
定
め
る
な
ど
の
ほ
か
、
生
産
方
法
を
同
位
、
下
位
の
役
付
き
者
に
よ
り
広
く
伝
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
第
二
次
的
に
生
産
方
法
を
会
得
し
た
者
が
、
そ
の
他
の
者
を
指
導
す
る
。
工場新設であれば、配置転換で転入した経験者、新規に採用され他工場で訓練の意味を含めて経験してきた者などを
指
導
す
る
。
こ
の
よ
う
に
階
層
的
に
生
産
方
法
に
関
す
る
知
識
が
伝
達
さ
れ
る
。
ま
た
、
立
上
が
り
の
初
期
に
は
、
種
々
の
生
産
上
の
支
障が生じるが、技能者が簡単なものに対応する。
以
上
の
よ
う
に
、
｜
部
の
選
抜
さ
れ
た
者
が
、
経
験
に
も
と
づ
い
て
設
計
に
関
し
て
発
言
し
た
り
、
工
場
の
人
の
面
で
の
新
た
な
生
産
の態勢を整えるうえで核になっていることは、技能者の一部に高い経験的能力の持ち主がいる顕著な事実を示してい
る
。
一
部
の
者
が
選
抜
さ
れ
て
い
る
が
、
選
ば
れ
る
に
値
す
る
能
力
の
持
ち
主
は
遥
か
に
多
い
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
年
数
を
か
け
て
で
あれ、このような者が技能者の上層にいることは熟練について論じる場合、見落せない。
の
区
分
は
厳
格
で
な
い
と
と
も
に
、
直
接
生
産
の
作
業
者
の
上
層
は
、
広
く
直
接
作
業
が
で
き
る
と
と
も
に
、
管
理
・
監
督
の
役
割
を
も
っている。
7９
直
接
生
産
の
作
業
者
が
、
標
準
的
条
件
の
も
と
で
、
Ｉ
Ｅ
部
門
の
専
門
家
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
、
標
準
的
方
法
、
手
順
、
時
間
で
作
業
す
る
こ
と
が
、
テ
イ
ラ
１
．
シ
ス
テ
ム
の
基
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
現
代
の
多
く
の
大
量
生
産
の
製
造
工
場
の
作
業
管
理
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
自
動
車
工
場
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
際
、
野
村
正
實
は
、
ト
ヨ
タ
で
は
、
普
通
の
Ｉ
Ｅ
の
考
え
方
に
よ
る
、
標
準
作
業
の
時
間
的
計
測
に
つ
い
て
標
準
時
間
で
な
く
、
「
基
準
時
間
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
①
作
業
に
熟
達
し
た
作
業
者
の
最
短
時
間
を
基
準
に
と
り
、
②
通
常
の
Ｉ
Ｅ
手
法
に
お
け
る
各
種
の
余
裕
率
を
考
慮
せ
（Ｍ）
ず
、
③
能
率
給
の
算
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
、
基
準
時
間
が
切
下
げ
ら
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
絶
え
ず
労
働
強
化
が
行
わ
れ
る
と
の
見
解
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
標
準
作
業
を
基
本
に
作
業
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
例
外
は
な
か
っ
た
。
標
準
作
業
書
を
書
き
、
そ
れ
を
厳
格
に
守
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
改
善
が
行
わ
れ
、
作
業
の
実
態
が
文
書
か
ら
ず
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
文
書
を
書
き
か
え
て
作
業
の
仕方、順序も定式化される。また、時間の経過とともに、いつの間にか標準条件や作業実態に変化が生じている可能
性もある。これについては、工場により異なるが、半年、一年といった間隔で見直しをしているといってよい。
このように標準作業を厳守する目的は、能率の維持（納期を含む）、品質の確保、安全、作業の教示などであり、こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
相
違
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
も
と
も
と
の
動
機
は
能
率
に
維
持
で
あ
る
が
、
別
の
経
営
的
目
標
や
安
全
が
目
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
工
場
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
り
、
重
点
が
こ
と
な
る
。
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
の
場
合
、
能
率
を
高
め
る
こ
と
よ
り
品
質
が
重
要
な
状
況
で
あ
る
し
、
熟
練
度
の
高
い
従
業
員
を
集
め
て
五
標
準
作
業
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各
社
で
異
な
る
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
点
は
、
誰
が
標
準
作
業
を
決
定
す
る
か
で
あ
る
。
門
田
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
ト
ヨ
タ
の
場
合
、
（肥）
主
に
組
長
、
班
長
で
あ
る
。
田
原
工
場
で
の
間
取
り
で
も
同
様
で
標
準
作
業
書
は
組
長
、
班
長
が
書
き
、
組
長
が
決
定
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ト
ヨ
タ
で
は
、
標
準
時
間
設
定
の
た
め
の
専
門
家
は
い
な
い
。
工
場
に
は
、
ト
ヨ
タ
生
産
シ
ス
テ
ム
を
指
導
す
る
グ
ル
ー
プ
が
お
か
れ
、
制
度
の
管
理
と
役
職
者
の
教
育
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
る
。
組
長
、
班
長
は
、
現
場
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｅ
の
教
育
を
受
け
て
い
る
か
ら
統
一
的
運
営
が
な
さ
れ
う
る
。
日
産
の
場
合
、
Ｉ
Ｅ
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
が
大
き
く
、
現
場
監
督
者
の
役
割
は
相
対
的
に
小
さ
い
。
工
場
に
よ
り
説
明
に
違
い
が
あ
っ
た
が
、
九
州
工
場
の
場
合
、
工
務
部
の
Ｉ
Ｅ
担
当
が
案
を
作
り
、
現
場
で
工
長
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
決
ま
る
。
そ
の
際
チ
ェ
ッ
ク
項
目
等
が
決
ま
っ
て
お
り
、
容
易
に
一
致
す
る
。
そ
の
後
課
長
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
工
場
が
あ
る
。
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
で
は
、
作
業
者
各
自
が
標
準
作
業
書
を
書
く
。
こ
れ
は
、
作
業
者
が
作
業
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
と
、
リ
１
グ
ー
が
書
け
ば
ど
う
し
て
も
押
付
け
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
日
産
と
対
照
的
な
責
任
の
あ
り
か
た
と
な
っ
て
い
る
。
イム（休憩）、時
た。｜方、日産一
率も設けられる。
野
村
は
上
記
の
よ
う
に
分
析
し
た
が
、
ト
ヨ
タ
の
場
合
、
会
社
は
同
時
進
行
的
管
理
の
も
と
で
は
現
実
に
余
裕
を
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
し
、
個
々
の
要
素
作
業
に
余
裕
を
見
込
む
こ
と
は
ム
ダ
を
生
じ
る
の
で
、
班
長
が
必
要
な
と
き
ラ
イ
ン
に
入
る
こ
と
、
ホ
ッ
ト
タ
イ
ム
（
休
憩
）
、
時
間
外
労
働
に
つ
い
て
一
定
の
ラ
イ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
を
設
け
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
と
の
見
解
で
あ
る
と
見
受
け
ら
れ
た
。
｜
方
、
日
産
で
は
、
よ
り
普
通
の
方
法
に
な
っ
て
お
り
、
栃
木
工
場
の
説
明
で
は
Ｗ
Ｆ
方
式
を
簡
便
化
し
た
も
の
が
基
礎
で
、
余
裕
（喝）
しているのし」異なる点である。
い
る
か
ら
、
未
経
験
者
の
手
引
き
と
し
て
標
準
作
業
書
を
利
用
す
る
必
要
は
な
い
。
各
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
、
統
一
し
た
運
営
方
式
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
点
を
除
く
と
、
会
社
間
で
は
相
違
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
僅
か
な
調
査
例
で
も
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
野
村
が
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
社
会
的
な
統
一
性
が
あ
る
と
指
摘
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標
準
作
業
は
、
作
業
が
細
分
化
し
、
標
準
化
し
や
す
い
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
工
場
で
は
、
長
い
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
の
な
か
で
多
数
の
課
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
外
か
ら
強
制
す
る
よ
り
、
作
業
者
に
判
断
を
委
ね
て
自
主
的
な
協
力
に
期
待
す
る
方
針
が
と
ら
れ
ているわけである。日産の場合は、集権的性格が強いが、それでも、工長に一定の役割を与えている。以上、各社で
違
い
が
あ
る
が
Ｉ
Ｅ
の
運
営
に
働
く
監
督
者
が
参
加
す
る
こ
と
は
、
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
と
異
な
る
。
と
こ
ろ
で
働
く
監
督
者
も
標
準
作
業
の
管
理
に
重
要
な
責
任
を
担
っ
て
い
る
一
方
、
外
国
の
場
合
に
お
け
る
よ
う
な
支
部
組
合
や
従
業
員代表委員会といった独立性ある組織からの規制機能がないことから、標準作業をめぐり疑いの目が向けられる可能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
次
の
四
点
で
あ
っ
た
。
第
一
は
方
法
に
関
連
し
て
お
り
、
標
準
時
間
を
決
め
る
際
、
ム
ラ
な
く
継
続
し
て
作
業
で
き
る
状
態
を
基
準
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
労
働
強
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
班
長
等
が
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、
自
分
お
よ
び
仲
間
に
と
っ
て
き
つ
い
標
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
あ
り
えないというものである。第一一一は勤務帯の中に、ホットタイムを二回おいてあり、休息できるというもの、第四は、
負
荷
の
大
き
い
作
業
は
計
画
的
に
削
減
さ
れ
て
き
た
の
で
、
以
前
よ
り
作
業
は
楽
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
改
善
が
あ
る
と
標
準
作
業
書
が
書
替
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
小
集
団
活
動
の
な
か
に
は
安
全
に
関
す
る
も
の
や
作
業
を
や
り
や
す
く
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
標
準
作
業
の
制
度
下
で
労
働
の
負
荷
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
十
分
説
得
的
と
は
言
え
な
い
。
第
一
、
二
に
つ
い
て
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
作
業
者
の
実
績
と
判
断
に
依
存
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
ど
の
よ
う
な
期
間
で
観
測
す
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
未
経
験
の
者
が
、
初
め
て
直
接
作
業
に
つ
く
場
合
、
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
ゆ
け
る
よ
う
訓
練
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
層
に
つ
い
て
は
努
力
を
要
す
る
水
準
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
標
準
作
業
が
主
観
的
性
格
を帯びることは、どこの国でも避けられない傾向であり、判断がむずかしい。第三については、時間的経過のなかで、
現
状
で
も
十
分
な
の
か
、
疑
問
が
残
る
。
第
四
に
つ
い
て
は
、
人
間
工
学
的
配
慮
な
ど
が
か
な
り
行
わ
れ
て
き
た
か
ら
、
主
張
は
も
つ
と
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二
）
生
産
を
め
ぐ
る
労
使
協
議
（Ⅳ）
ト
ヨ
タ
、
日
産
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
使
関
係
の
歴
史
的
背
景
か
ら
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
労
使
と
も
協
力
関
係
の
維
持
を
重
視
し
て
お
り
、
そ
の
際
、
伝
統
的
に
経
営
側
の
権
限
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
本
稿
に
関
す
る
問
題
で
は
、
経
営
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ブ
で
、
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
る
。
作
業
組
織
を
め
ぐ
る
労
働
組
合
の
活
動
は
概
し
て
受
身
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
うな事情のため、工場レベルの労働組合からの聞取りはわずかに行なったのみである。また会社、組合全体として統
一
し
た
制
度
化
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
｜
工
場
だ
け
み
れ
ば
、
運
用
の
細
目
は
と
も
か
く
と
し
て
、
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。まずトヨタ田原工場の例を述べよう。
工場には、トヨタ自動車労働組合（ユニオン・ショップ制をとっているから、経営層以外の従業員は組合員）の支
部
が
あ
る
。
そ
の
機
関
と
し
て
は
、
支
部
執
行
委
員
会
（
専
従
役
員
三
名
）
と
支
部
評
議
会
（
議
決
機
関
で
、
評
議
員
と
職
場
委
員
長
が
参加）がある。支部の内部組織として、部や課を単位にした職場があり、その規模は四○○～八○○名である。職場
で
は
職
場
委
員
、
評
議
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
職
場
委
員
会
が
あ
る
。
ま
た
、
職
場
を
代
表
す
る
者
と
し
て
職
場
委
員
長
が
置
か
れ
て
い
る（全部で一二名）。職場委員は組単位で選ばれており、職場委員を中心に全員による職場会が開かれる。従って、支
も
で
あ
る
が
、
重
要
な
も
の
か
ら
漸
次
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。
以
上
、
標
準
作
業
が
負
荷
の
大
き
い
も
の
な
の
か
、
外
部
か
ら
は
に
わ
か
に
判
断
し
難
い
。
制
度
の
公
開
性
、
開
か
れ
た
苦
情
処
理
な
ど
を
欠
く
た
め
、
外
部
か
ら
の
疑
問
に
答
え
き
れ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
六
作
業
組
織
を
め
ぐ
る
労
使
関
係
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部の内部の組織は、実質二層になっているといえよう。職場委員長、評議員、職場委員は、｜般組合員と支部の組織
との双方向の意思疎通のチャンネルとしての機能を期待されている。他方、職場委員長は、工場の経営側との各種の
意
思
疎
通
、
労
使
間
協
議
に
参
加
し
、
支
部
執
行
部
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
職
場
委
員
長
、
評
議
員
は
組
合
中
意思疎通、労使間協議に参加し、
央の大会、評議員会に参加する。
ト
ヨ
タ
で
は
、
歴
史
的
背
景
を
踏
』
以上とは別に安全衛生委員会が月一回開かれている。組合側は、支部長、職場委員長が、工場側は部長、課長が出
席する。安全と健康に関する事業の計画と実施、事故の対応の仕方などが議題となる。事故が発生した場合は、組合
役員もかけつけ、合意がなければ作業は再開しないことになっている。また、事故発生の場合は、安全確保のため、
生
産
設
備
、
標
準
作
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
合われる。協約により、異動一
議
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
で
は
、
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、
労
使
の
相
互
信
頼
や
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
企
業
の
繁
栄
と
労
働
条
件
の
向
上
の
原
則
を
相
互に確認した上で、労使協議制が定着している。本社レベルには、労働条件、当面の問題（生産、人事を含む）を扱
う労使協議会と、その時々の特定の問題を含めて相互理解を深めることを目指す労使懇談会がある。
工場レベルでは、労使懇談会の系列の制度として、支部懇談会が年三回行われている。組合側は支部執行部と職場
委
員
長
、
工
場
側
は
役
員
、
部
長
等
で
、
工
場
独
自
の
問
題
（
生
産
、
勤
務
態
様
を
含
む
）
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
職場懇談会が部課長と職場委員長、職場委員等との間で毎月行われている。また、毎月、支部生産説明会があり、工
場側から支部役員、職場委員長に説明がなされる。ここで、残業時間、所要人員、応援の授受などの基礎となる計画
が組合側に示されることになる。要員に大きな変動がある場合は、本社レベルで協議がなされ、支部懇談会でも話し
合
わ
れ
る
。
協
約
に
よ
り
、
異
動
に
つ
い
て
は
会
社
が
事
前
に
組
合
に
通
知
し
、
組
合
が
正
当
な
理
由
で
異
議
を
申
立
て
た
場
合
に
、
協
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日
産
の
場
合
も
、
生
産
・
経
営
に
関
す
る
こ
と
は
、
労
使
協
議
制
で
協
議
さ
れ
る
。
定
期
的
に
は
全
社
レ
ベ
ル
、
工
場
レ
ベ
ル
で
年
に
二
回
開
か
れ
て
い
る
。
勤
務
制
度
の
変
更
、
作
業
環
境
の
変
化
、
配
置
転
換
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
取
扱
わ
れ
る
。
生
産
計
画
に
つ
い
て
は
、
工
場
レ
ベ
ル
で
「
月
次
協
議
会
」
が
開
か
れ
る
。
残
業
時
間
、
人
の
配
置
が
こ
れ
に
関
係
し
て
お
り
、
労
働
組
合
は
工
場
間
の
応
援
、
異
動
な
ど
に
の
つ
い
て
特
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
る
。
法
律
に
も
と
づ
く
安
全
衛
生
委
員
会
は
、
安
全
と
健
康
に
関
す
る
事
業
、
ヒ
ャ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
ケ
ー
ス
の
検
討
、
職
場
か
ら
提
起
さ
れ
る
疑
問
の
処
理
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
工
場
の
安
全
担
当
の
職
制
に
よ
る
会
議
も
あ
り
、
安
全
の
推
進
に
当
た
っ
て
い
る
。
別
に
安
全
衛
生
委
員
会
が
あ
る
。
労
使
間
の
密
接
な
意
思
疎
通
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
、
支
部
役
員
は
、
工
場
幹
部
と
随
時
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
接
触
し
て
い
る
点
も
、
職
場
の
不
満
を
蓄
積
さ
せ
な
い
機
能
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
第
四
組
立
工
場
の
建
設
、
操
業
開
始
に
関
し
て
も
、
会
社
レ
ベ
ル
、
工
場
レ
ベ
ル
の
上
記
の
労
使
協
議
制
度
を
通
じ
て
、
会
社
側
か
ら
情
報
の
提
供
が
あ
り
、
地
域
間
の
異
動
、
工
場
内
の
異
動
に
つ
い
て
、
協
議
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
産
の
大
き
な
変
動
に
よ
り
作
業
組
織
に
影
響
が
あ
る
場
合
に
、
会
社
・
工
場
側
か
ら
説
明
に
よ
り
、
意
思
疎
通
が
な
さ
れ
て
い
る
。
新
人
事
制
度
に
つ
い
て
は
、
後
述のように本社レベルの協議がなされ、組合全体として合意している。
ト
ヨ
タ
九
州
は
独
立
し
た
法
人
で
あ
る
。
組
合
も
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
使
関
係
は
ト
ヨ
タ
に
お
け
る
も
の
を
受
継
ぎ
、
労
使
の
相
互
信
頼
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
労
使
協
議
制
も
同
じ
構
成
を
と
り
、
労
使
協
議
会
と
労
使
懇
談
会
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
労
使
で
合
意
し
た
と
き
、
分
科
会
で
細
目
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
分
科
会
に
は
、
生
産
、
人
事
、
安
全
衛
生
環
境
の
三
つ
が
あ
り
、
本
稿
の
主
題
が
取
扱
わ
れ
う
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
毎
月
の
生
産
計
画
に
つ
い
て
は
、
生
産
説
明
会
で
会
社
が
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
と
は
8５
二で述べたように、八○年代末から、「人にやさしい」新しい工場の建設などが課題となったが、自動車工場の現場
作業が労働者に好まれないことは、会社、労働組合にとって重要な関心事とならざるをえなかった。トヨタの場合、
技能系職場を魅力あるものにすることが、会社、労働組合双方の課題となり、二年間にわたり労使協議がなされた。
労使協議の場として、一九九○年六月から一年間、「技能系職場魅力アップ委員会」が置かれ、七回にわたる会合が
あり、①技能系人事制度、②職場環境改善（直接作業の作業条件と職場環境、現場関連生活施設（休憩場所、トイレ、
浴室など））、③生産手当（能率給）の適用、予算管理制度の見直し、④組立工程のありかたについて、改善案を会社
側
が
提
示
し
、
労
働
組
合
が
意
見
を
述
べ
、
会
社
側
が
修
正
す
る
と
い
う
経
過
で
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
た
。
こ
の
委
員
会
に
引
き
続
き
、
さ
ら
に
約
一
年
、
労
使
の
「
魅
力
あ
る
技
能
系
職
場
づ
く
り
フ
ォ
ロ
ー
ァ
ッ
プ
委
員
会
」
が
、
実
施
状
況
の
確
認
と
具
体
的
実
現
を
め
ぐ
り
協
議
し
た
。
そ
の
後
は
通
常
の
労
使
協
議
を
通
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
ァ
ッ
プ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
②
は
、
日
常
職
場
生
活
の
一
部
で
あ
り
、
必
要
性
、
改
善
の
結
果
が
見
や
す
い
。
以
下
、
作
業
組
織
に
直
接
関
連
す
る
①
と
④
に
ふ
れ
①のうちで「専門技能修得制度」が重要である。トヨタは、技能系従業員が、幅広く専門的な知識・熟練を修得し、
そ
れ
を
企
業
内
で
四
段
階
で
認
定
し
て
ゆ
く
制
度
を
創
設
し
た
。
こ
れ
を
会
社
は
「
自
分
の
将
来
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
ワ
ー
キ
ン
グ
ラ
イ
フ
」
の
柱
と
し
た
。
経
験
年
数
に
応
じ
本
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
認
定
を
う
け
る
。
一
種
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
労
働
組合もこれにより、「会社生活」のなかで、技能系組合員が、自己成長・自己実現の過程をイメージできるとしている。
｜定の経験年数の者に対し、計画的な。］曰○魚］目や異動により、深みと幅のある知識・熟練を修得させる。最初に
ボデー職種についてイメージが作られたが、その概要は図のとうりである。段階を上がるとともに、「実践技能」とし
②
建
ておく。
（
二
）
魅
力
あ
る
職
場
の
形
成
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第
１
図
専
門
技
能
修
得
制
度
の
修
得
基
準
《修得於準のイメージ（例：ボデー職種の場合)】
《修得の目安》
箪囲遇釈剤篭望鵜逢
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￣
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圧
本
知
識
職
種
の専門
技
能
５年
'
～
'
露
基
本
知
識
職
種
の曜本
技
能
て
、
組
内
の
作
業
を
す
べ
て
行
い
、
指
導
で
き
る
ほ
か
、
手
直
し
、
保
全
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
専
門
的
知
識
の
教
育
や
職
種
に
共
通
な
基
本
技
能
を
修
得
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
会
社
と
し
て
、
職
種
別
に
、
実
践
技
能
、
専
門
的
知
識
、
基
本
技
能
の
修
得
基
準
が
作
ら
れ
、
ま
た
、
集
合
教
育
の
テ
キ
ス
ト
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
総
組
立
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、
Ｓ
段
階まで組織的に技能を高め、深めてゆくことを予定している。作業組織に関していえば、この制度の定着とともにラ
イ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
が
間
接
作
業
に
関
与
す
る
程
度
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
試
作
に
加
わ
る
現
場
出
身
者
な
ど
は
従
来
か
ら
い
たわけであるが、組立の職場でも、他の間接職種と同様の高いレベルの知識・技能を身につけるように、制度化され
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
こ
の
制
度
と
、
職
能
資
格
の
序
列
上
の
昇
格
は
、
直
接
的
に
は
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
技
能
系
の
新
人
事
制
度
で
は
、
職
能
資
格
制
度
に
よ
り
、
技
能
系
の
班
長
級
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
の
従
業
員
は
、
管
理
監
督
の
職
位
（
工
長、組長、班長）か、残りはこれに見合う「専門技能職」（三ランクのエキスパート）の職位につくことになっている。
専
門
技
能
職
の
者
は
、
試
作
や
、
海
外
で
の
指
導
な
ど
に
従
事
す
る
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
他
社
の
専
門
職
制
度
に
見
合
う
も
の
で
あ
④
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
・
ラ
イ
ン
で
の
試
行
に
よ
り
具
体
的
な
改
善
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
出
し
、
組
立
部
門
の
責
任
者
で
具
体
的
な
検
討
を
す
す
め
、
あ
る
べ
き
イ
メ
ー
ジ
を
確
定
し
て
、
各
工
場
で
実
施
し
て
行
く
方
針
が
取
ら
れ
た
。
モ
デ
ル
・
ラ
イ
ン
で
は
、
主
と
し
て
シ
ン
プ
ル
エ
程
と
オ
プ
シ
ョ
ン
エ
程
の
分
離
、
「
順
建
て
工
程
」
の
拡
大
が
試
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
混
流
の
方
式
に
よ
り
、
車
種
、
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
、
作
業
の
変
動
が
著
し
く
、
作
業
者
の
精
神
的
負
担
等
が
大
き
い
こ
と
へ
の
対
応
で
あ
る
。
順
建
て
工
程
は
、
混
流
に
よ
る
多
種
の
部
品
を
生
産
す
る
車
の
順
序
に
並
べ
、
部
品
を
選
択
す
る
際
の
緊
張
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
。
オ
プ
シ
ョ
ン
エ
程
の
分
離
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
組
付
け
が
、
普
通
の
組
付
け
比
べ
多
く
の
時
間
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
切
離
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
本
体
の
ラ
イ
ン
は
「
シ
ン
プ
ル
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
工
程
」
と
な
る
。
こ
れ
は
、
作
業
者
の
感
覚
で
は
短
い
サ
イ
ク
ル
る
。
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ある。
・
タ
イ
ム
で
、
多
数
の
要
素
作
業
を
こ
な
す
の
は
容
易
で
な
く
、
単
純
で
分
り
や
す
く
、
や
り
や
す
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
組
単
位
に
検
査
、
補
修
作
業
を
入
れ
、
ま
と
ま
り
あ
る
仕
事
を
完
成
す
る
「
完
結
工
程
づ
く
り
」
も
試
み
ら
れ
た
。
モ
デ
ル
・
ラ
イ
ン
で
は
、
作
業
改
善
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
作
業
環
境
の
改
善
、
人
間
工
学
的
配
慮
、
技
術
的
措置による作業負担の軽減などを内容としている。
以
上
の
よ
う
に
、
バ
ブ
ル
景
気
の
末
期
の
労
働
市
場
の
状
況
を
背
景
と
し
て
、
既
存
の
組
立
工
程
に
お
い
て
も
作
業
組
織
、
作
業
環
境
な
ど
の
検
討
が
労
使
間
で
も
行
わ
れ
、
作
業
者
の
必
要
・
欲
求
に
対
応
す
る
改
善
が
図
ら
れ
た
。
堤
工
場
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
｜
日
内
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
職
務
拡
大
も
な
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
集
団
を
基
礎
に
作
業
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
完
結
工
程
は
そ
の
自
律
性
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
か
ら
の
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
に
加
え
、
長
い
勤
続
の
な
か
で
現
場
従
業
員
の
知
識
・
熟
練
を
高
め
る
組
織
的
な
取
組
み
も
な
さ
れ
て
い
る
。
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
が
短
い
と
い
う
大
量
生
産
に
と
も
な
う
問
題
は
残
る
が
、
労
使
で
、
作
業
組
織
と
そ
の
関
連
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
し
、
作
業
者
の
必
要
・
欲
求
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
改
善
の
努
力
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る。①
作
業
の
細
分
化
と
縄
ば
り
自
動
車
産
業
、
特
に
し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
て
き
た
、
総
組
立
工
程
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
大
量
生
産
で述べた課題について、以上の結果をまとめてみよう。
二
）
第
一
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
調
査
で
課
題
と
し
た
作
業
組
織
に
関
す
る
六
つ
の
問
題
と
作
業
組
織
を
め
ぐ
る
労
使
関
係
に
つ
い
て
で
結び
8９
の
工
場
で
は
、
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
が
一
分
台
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
時
間
の
な
か
で
多
数
の
課
業
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
多
い
。
大
量
生
産
で
人
力
に
依
存
す
る
工
程
で
は
、
作
業
の
細
分
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。
少
量
生
産
の
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
の
場
合
、
計
画
で
は
一
六
～
七
分
、
不
況
下
の
訪
問
時
で
は
八
○
分
の
サ
イ
ク
ル
・
タ
イ
ム
で
あ
っ
た
。
高
根
沢
工
場
の
場
合
は
、
「
手
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
お
り
、
作
業
者
も
幅
広
い
職
種
に
経
験
を
拡
大
し
て
い
る
が
、
工
場
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
大
量
生
産
の
ラ
イ
ン
を
集
約
し
た
も
の
であり、スウェーデンのウッデバラエ場の場合とは異なると判断された。
このように、組立ラインでは単位となる課業は細分化されているが、集団により作業を分担しているため、個人の
担
当
課
業
群
（
工
程
、
作
業
）
は
、
固
定
し
て
お
ら
ず
、
組
な
ど
の
な
か
で
分
担
が
変
わ
る
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
品
質
に
つ
い
て
責
任
を
も
ち
、
簡
単
な
保
全
も
行
う
。
改
善
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
簡
易
な
も
の
は
実
施
す
る
。
②
仕
事
の
構
想
と
実
行
、
品
質
管
理
、
保
全
の
分
離
の
程
度
五
で
部
分
的
に
述
べ
た
こ
と
に
な
る
。
ラ
イ
ン
の
作
業
は
標
準
作
業
と
し
て
定
式
化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
標
準
作
業
は
、
ト
ヨ
タ
の
場
合
は
班
長
等
が
中
心
と
な
っ
て
作
る
。
ま
た
一
般
の
作
業
者
の
意
見
も
反
映
さ
れ
る
と
の
説
明
も
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｅ
技
師
が
決
め
る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｅ
部
門
が
決
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
日
産
の
場
合
で
も
工
長
等
が
発
言
す
る
。
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
通
常
い
わ
れ
る
意
味
で
構
想
と
実
行
の
分
離
は
克
服
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
工
場
建
設、新車製造にあたって、直接生産の作業者出身の一部の技能者が、設計のかなり初期から、参加している。品質管
理
の
専
門
要
員
は
、
少
数
な
が
ら
、
組
立
ラ
イ
ン
の
途
中
に
配
置
さ
れ
て
い
る
し
、
組
立
終
了
後
検
査
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
技
能
員
の
学
歴は、直接生産の作業者とあまり違わない。しかし、保全工は困難な異常などに対処する。この人々は、学歴、社内
教
育
な
ど
で
専
門
知
識
を
学
ん
で
い
る
。
保
全
に
つ
い
て
は
、
保
全
を
独
占
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
③
監
督
の
階
層
ト
ヨ
タ
は
経
営
組
織
を
フ
ラ
ッ
ト
化
し
、
世
間
の
注
目
を
集
め
た
。
こ
れ
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
分
野
が
中
心
である。工場内では、従来の高いヒエラルキーが保たれている。トヨタの場合、組立工程では、一五～三○人程度を
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④
労
働
者
の
熟
練
構
成
後
述
す
る
よ
う
に
、
熟
練
の
区
分
基
準
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
違
う
と
思
わ
れ
る
。
日
産
の
組
立
工
程
で
は
、
三工程できるものを基礎に、その班のすべての工程ができる者、それに次ぐ者がいるといった構成である。
⑤
チ
ー
ム
労
働
か
直
接
生
産
の
作
業
者
は
集
団
で
一
定
範
囲
の
作
業
を
担
当
す
る
。
た
だ
し
、
集
団
で
担
当
し
て
い
る
業
務
の
う
ち、行いうる工程の数などで技能の差があり、これは相当程度経験年数に依存している。技能における序列をもった
集
団
で
あ
る
か
ら
民
主
的
な
半
自
律
的
作
業
集
団
と
は
異
な
る
。
集
団
の
代
表
は
班
長
、
組
長
な
ど
で
あ
る
が
、
工
場
側
で
任
命
す
る
。
⑥
作
業
ス
ピ
ー
ド
五
で
検
討
し
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
課
題
と
し
た
経
緯
の
あ
る
労
働
の
人
間
化
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
自
動
車
企
業
は
、
バ
ブ
ル
景
気
の
末
期
の
労
働
力
不
足
の
状況にともない、「人にやさしい」工場の新設と従来工場の改善を図った。人間工学的、技術的改善が主であるが、作
業
組
織
に
つ
い
て
も
変
化
が
あ
る
。
ト
ヨ
タ
の
先
行
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
堤
工
場
で
は
、
｜
日
内
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
同じライン・スピードのもとで二人で時差をつけて二サイクル・タイム分作業する試みがなされた。また新設工場で
は
、
長
い
組
立
ラ
イ
ン
を
区
分
し
、
機
能
な
ど
で
ま
と
ま
り
あ
る
工
程
を
作
り
、
そ
れ
を
集
団
に
委
ね
た
こ
と
、
ト
ヨ
タ
の
既
存
工
場
で
は完結工程を目指したことが注目される。これは、スウェーデンのカルマルエ場などの設計思想と共通点がある。
ト
ヨ
タ
の
魅
力
あ
る
職
場
の
形
成
の
な
か
で
「
シ
ン
プ
ル
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
工
程
」
の
編
成
が
推
進
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
純
化
す
る
試
み
で
、
前
段
と
は
逆
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
多
種
類
の
車
を
混
流
に
よ
り
生
産
す
る
こ
と
に
と
も
な
う
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
す
る
措
置
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
同
じ
レ
ベ
ル
の
作
業
の
変
化
が
作
業
者
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
組
長
が
掌
握
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
となっていることが特徴である。
こ
れ
は
、
監
督
の
ス
パ
ン
が
小
さ
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
現
場
の
役
職
の
機
能
が
重
な
り
合
い
つ
つ
一
一
一
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作
業
組
織
を
め
ぐ
る
労
使
関
係
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
よ
る
企
業
別
労
働
組
合
統
合
型
の
労
使
関
係
の
も
と
で
、
経
営
側
が
生
産
に
関
す
る
計
画
を
立
て
、
工
場
レ
ベ
ル
の
労
働
組
合
組
織
に
説
明
す
る
と
い
う
手
順
で
、
組
の
作
業
分
担
範
囲
、
応
援
に
よ
る
異
動
、
サ
イ
ク
ル・タイムなどがきまり、作業組織をめぐる日常的運営がなされている。工場レベルの労働組合の重要な
機能は
、｜
般労働者の意思や苦情を経営に伝えることであるが、その公式の機関は労使協議制である。なお工場では、役職工が
組
合
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
層
は
役
職
工
と
し
て
も
日
常
的
に
部
下
の
意
見
や
不
満
を
知
り
、
対
応
す
る
こ
と
を
求
められており、集団的労使関係の場に不満が上がってくることを防いでいる。地域間の異動が必要な、工場の再編な
ど
は
労
使
協
議
さ
れ
る
。
前
節
後
半
の
ト
ヨ
タ
の
魅
力
あ
る
職
場
の
形
成
は
労
働
組
合
の
要
請
も
あ
っ
て
発
足
し
て
い
る
が
、
経
営
側
で
原案を用意した。作業組織については、運営においても変化についても経営側のイニシャチブが明瞭である。
（
二
）
野
村
、
小
池
論
争
に
関
わ
る
が
、
自
動
車
組
立
を
中
心
と
す
る
職
場
で
の
熟
練
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
直
接
生
産
の
作
業
者
の
熟
練
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
さ
ら
に
そ
の
前
に
、
熟
練
一
般
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
私
は
こ
こ
で
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
を
含
む
労
働
者
の
職
業
的
能
力
に
つ
い
て
、
知
識
・
熟
練
と
併
記
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
科
学
技
術
的
な
知
識
客観化できる知識体系と実際に体験、経験しないと修得できない能力を区別する。仕事に関連した知識が多様である
よ
う
に
、
経
験
の
タ
イ
プ
も
分
岐
し
て
い
よ
う
。
職
業
的
能
力
は
こ
の
二
側
面
以
外
に
も
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
ゆ
く
こ
と
、
重
量
物
を
扱
う
筋
力
と
終
日
継
続
す
る
耐
久
力
、
表
面
の
滑
ら
か
さ
を
感
じ
と
る
感
覚
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
ひとまず、熟練の範囲から除外しておきたい。
上
記
の
科
学
の
な
か
に
は
、
社
会
科
学
も
含
ま
れ
よ
う
。
実
業
の
世
界
で
は
経
営
上
の
経
験
の
体
系
化
さ
れ
た
も
の
や
知
見
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
も
知
識
に
含
ま
れ
よ
う
。
知
識
が
あ
っ
て
も
実
際
に
体
験
、
経
験
し
な
い
と
知
識
を
適
用
、
応
用
で
き
な
い
ヨ
ン
セ
プ
チ
ュアル・スキル）。保全や品質管理については知識の面で、直接生産の作業者以上に教育をうける必要があり、その範
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囲
は
広
が
り
、
程
度
は
高
ま
る
傾
向
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
労
働
者
の
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
化
、
グ
レ
イ
・
カ
ラ
ー
化
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
知
識
も
体
験
、
経
験
を
経
て
こ
れ
と
不
可
分
で
あ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
り
修
得
さ
れ
る
。
知
識
に
着
目
す
れ
ば
、
保
全
工
の
職
業
的
能
力
の
レ
ベ
ル
は
直
接
生
産
の
作
業
者
よ
り
高
い
。
他
方
直
接
生
産
の
作
業
者
に
つ
い
て
は
、
先
の
図
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
な
し
う
る
工
程
の
数を基礎に、保全の一部をはじめ関連した知識・熟練を包括する程度に応じて能力のレベルが高いとみなされている。
班長、組長などはその上位にいる。またこの人々の一部は、設計段階に参加している。直接生産の作業者にとっても
知識は必要であるが、経験、それも作業経験が重要である。日産の場合、｜人三工程が目標であった。一つの工程が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
一
～
四
週
間
程
度
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
他
人
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
さ
ら
に
長
い
習
熟
期
間
を
要
す
る
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
で
こ
れ
ま
で
班
長
、
即
ち
、
少
な
く
と
も
そ
の
班
の
す
べ
て
の
工
程
と
組
内
の
一
部
の
工
程
に
習
熟
す
る
と
と
も
に
、
一
定
の
関
連
知
識
・
経
験
を
も
つ
の
に
、
二
年
程
度
必
要
と
い
う
場
合
、
そ
の
年
数
を
短
縮
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
それには限度があろう。そうすると直接生産の作業者には、経験に比重をおいた職業的能力（マニュアル・スキル）
があり、保全工の知識・熟練（テクニカル・スキル）とはやや性格をことにするゆえに比較は困難である。
しかし、トヨタの専門技能修得制度では、保全についても、組立についても、等しい四レベルの基準を設けたので
あ
る
。
会
社
の
方
針
と
し
て
は
、
Ａ
級
の
レ
ベ
ル
は
、
職
種
に
関
わ
ら
ず
一
○
～
二
年
の
人
が
挑
戦
で
き
る
技
能
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
職種により技術的知識やこなせる作業はもちろん違う。技能系労働者が長期一雇用関係にあるなかで、企業が生産の第
一
線
と
い
う
べ
き
直
接
生
産
作
業
を
重
視
し
、
野
村
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
専
門
工
と
同
じ
処
遇
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
班
長
、
組
長
な
ど
に
は
、
関
連
分
野
の
ほ
か
Ｉ
Ｅ
や
、
人
の
扱
い
か
た
な
ど
経
営
管
理
に
関
す
る
知
識
・
経
験
ヨ
ン
セ
プ
チ
ュ
ァ
ル
・
ス
キ
ル
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
キ
ル
）
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、
｜
般
か
ら
役
付
き
ま
で
の
直
接
生
産
の
作
業
者
の
熟
練
を
、
専
門
工
と
均
等
に
扱
う
管
理
は
合
理
的
な
面
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
管
理
が
可
能
な
の
は
、
長
期
一
雇
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
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提とする。自動車企業の直接生産の作業者の離職率は高いと指摘されているが、長期勤続者がベテラン、役職工とし
て
勤
務
し
て
い
る
わ
け
で
、
現
在
、
そ
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
的
な
処
遇
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
熟
練
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
直
接
生
産
の
作
業
と
、
品
質
管
理
、
保
全
の
縄
ば
り
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
上
層
で
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
的
な
知
識
・
熟
練
な
ど
も
求
め
ら
れ
る
。
野
村
の
指
摘
し
た
歴
史
的
背
景
、
ま
た
労
使
関
係
的
背
景
か
ら
経
営
者
は
こ
の
あ
い
ま
い
さ
を
望
ま
し
い
と
し
促
進
し
作業組織は、全体として、経営により管理されている。歴史的、労使関係的背景から管理が可能であった。知識・
熟
練
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
も
管
理
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
作
業
組
織
の
一
部
で
あ
る
標
準
作
業
に
つ
い
て
も
内
容
、
管
理
が
会
社
に
よ
り
ただ、作業組織に関して、慣行として変化の少ないものがある。集団を基礎とした作業の分担、作業の細分化、な
ん
ら
か
の
標
準
作
業
、
組
や
課
を
基
礎
と
し
た
配
置
と
異
動
な
ど
。
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
や
提
案
制
度
も
か
な
り
長
く
継
続
さ
れ
て
き
て
、
生
産
シ
ス
テ
ム
に
不
可
欠
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
。
（’一一）レギュラシォン学派の論議との関連では、｜で日本の、社会経済的な調整様式に言及した。七○年代以降
に
お
い
て
、
自
動
車
産
業
を
、
日
本
の
国
際
競
争
力
を
代
表
す
る
産
業
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
産
業
は
多
数
の
系
列
企
業
群
を
伴
っ
て
日
本
産
業
の
重
要
部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
人
力
に
依
存
す
る
大
量
生
産
の
工
程
は
、
現
代
産
業
技
術
で
、
と
り
残
さ
れ
た
部
分
と
で
も
言
う
べ
き
位
置
を
占
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
に
人
力
に
依
存
す
る
組
立
工
程
で
は
、
細
分
化
さ
れ
た
標
準
作
業
が
集
団
作
業
と
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
構
想
と
実
行
の
分
離
と
い
う
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
原
則
は
克
服
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
記
の
よ
う
に
、
別
の
課
題
が
生
じ
て
来
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
、
自
動
車
生
産
で
も
、
機
械
加
工
、
車
体
製
造
、
塗
装
と
い
っ
た
工
程
で
は
無
人
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（旧）
ていると考え標つれる。
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大
規
模
な
機
械
装
置
群
を
一
人
で
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
監
視
す
る
、
あ
る
い
は
、
監
視
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
監
視
す
る
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
的
労
働
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
。
他
方
、
円
高
で
海
外
へ
生
産
拠
点
が
移
転
す
る
な
か
で
、
国
内
で
は
開
発
に
関
連
し
た
現
場
し
か
残
らないといった事態も進展している。ここでは、テクニシャンや万能的熟練者が、技術者と対話しつつ作業するとい
ったブルー・カラーが増えることが考えられる。さらには、労働の中心がサービス、ホワイト・カラー的なものに移
行
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
に
お
け
る
資
本
蓄
積
と
関
連
し
、
自
動
車
の
組
立
ラ
イ
ン
を
生
産
シ
ス
テ
ム
の
代
表
と
み
な
す
こ
と
は
、
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
以
後
の
生
産
シ
ス
テ
ム
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
問
う
場
合
に
は
不
適
切
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
調
整
様
式
に
関
し
て
、
労
使
関
係
に
着
目
す
る
必
要
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
自
動
車
産
業
の
労
使
関
係
は
企
業
に
よ
る
企
業
別
労
働
組
合
統
合
型
の
も
の
で
あ
る
点
で
、
今
日
の
多
数
の
大
企
業
、
中
堅
企
業
の
労
使
関
係
と
大
き
く
隔
た
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
を
と
れ
ば
、
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て
、
職
種
、
職
務
に
よ
る
作
業
の
分
業
と
こ
れ
に
付
帯
し
た
権
利
を
、
労
働
組
合
が確立擁護する態勢が定着してきたと考えられる。日本の自動車産業で企業の個別の管理を通じてみられた、集団を
基
礎
と
し
た
作
業
の
分
担
、
組
や
課
を
基
礎
と
し
た
配
置
と
異
動
、
な
ん
ら
か
の
標
準
作
業
、
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
、
大
量
生
産
の
労
働
集
約
的工程の作業の細分化などは、企業による企業別労働組合統合型労使関係と整合しているとみられる。この整合性は、
①企業の競争力に自覚的な企業別労働組合と、②長期一雇用、③そのもとでの従業員の勤続にともなう－１しかし、能
力主義を伴う－１知識・熟練の向上の傾向と、それを体現している役付工の管理・監督者また組合の有力メンバーな
どとしての二重の役割などに由来しているであろう。この一一重の役割には、トヨタの場合の濃厚な人間関係管理とい
われるものに見合う、一般従業員Ⅱ組合員の広義の苦情処理を含むと考えられる。企業が企業別労働組合を統合する
に
は
、
競
争
の
結
果
と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
程
度
に
お
い
て
組
合
員
の
期
待
に
応
え
う
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
職
場
を
魅
力
的
に
す
ることが、広い要求であれば、企業はそれを無視し続けるわけには行かない。企業が競争力を維持しつつ、少しでも
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（注）
（１） 
（３）加藤哲郎「ポスト・フォード主義かウルトラ・フォード主義か」『季刊窓』２，Ｍケーーー、Ｒフロリダ「大量生産
を
超
え
て
Ｉ
日
本
に
お
け
る
生
産
と
労
働
」
「
季
刊
窓
」
３
．
そ
の
他
「
季
刊
窓
』
２
．
３
に
掲
載
の
往
復
書
簡
．
（４）日本的生産システムについて、経営学の分野で、丸山恵也「日本的生産システムとフレキシビリティ」１～６『経済
評
論
」
四
一
巻
一
○
号
～
四
二
巻
三
号
、
黒
田
兼
一
コ
日
本
的
労
使
関
係
」
と
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
論
－
－
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
に
ｌ
」
『
労
務
理
論
学
会
研
究
年
報
』
２
．
’
九
九
二
年
、
社
会
政
策
学
の
分
野
で
、
社
会
政
策
学
会
『
現
代
日
本
の
労
務管理』（御茶の水書房、一九九二年）の一部などがレギュラシオン学派における論議に関連しつつ、バランスある検討
（２） 務管理』（御茶
を
行
っ
て
い
る
。
別
さ
れ
る
。
こ
こ
一
もこれに準ずる。
容』（ミネルヴァ書房、｜
する必要があると考えた。
自動車産業の労働に関する大規模な調査として、小山陽一編「巨大企業体制と労働者ＩＩトヨタの事例』（御茶の水書
房、一九八五年）、野原光、藤田栄史編『自動車産業と労働者１１労働者管理の構造と労働者像」（法律文化社、’九八八
年）、戸塚秀夫、兵藤釦編著『労使関係の転換と選択－１日本の自動車産業」（日本評論社、一九九一年）などがある。こ
れらで、作業組織が直接間接に分析され、特に第三が重要である。トヨタ生産システムの最新の生産管理論的解説は、
門
田
安
弘
『
新
ト
ョ
タ
シ
ス
テ
ム
』
（
講
談
社
、
’
九
九
一
年
）
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
最
近
時
点
ま
で
含
め
、
労
使
関
係
等
の
社
会
関
係
を
視
野
に
い
れ
た
著
書
と
し
て
、
上
記
第
三
の
本
の
執
筆
者
に
よ
る
、
野
村
正
實
「
ト
ョ
テ
ィ
ズ
ム
ー
日
本
型
生
産
シ
ス
テ
ム
の
成
熟
と
変
容
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
’
九
九
三
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
調
査
結
果
と
評
価
に
差
が
あ
り
、
最
近
の
実
態
に
あ
た
り
、
独
自
に
評
価
レ
ギ
ュ
ラ
シ
ォ
ン
理
論
に
い
う
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
は
、
社
会
経
済
的
な
調
整
様
式
を
意
味
し
、
そ
の
一
部
で
あ
る
生
産
シ
ス
テ
ム
と
は
区
己
れ
る
。
こ
こ
で
は
前
者
を
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
、
後
者
を
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
テ
イ
ラ
リ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
作業組織と労使関係
（、）門田安弘、前掲書、’一一○｜～三○八ページ。
（Ｅ）戸塚秀夫、兵藤釦、前掲書一七五～’七六ページ。
（Ｂ）門田安弘、前掲書、四七ページ。
（ｕ）野村正實「トョティズム』六一一一ページ。戸塚秀夫、兵藤釦、前掲書一三一～一一一一七ぺ１ジ。
（妬）戸塚秀夫、兵藤釦、前掲書一四八～一四九ページ。
（脳）門田安弘、前掲書一一五一一ページ。なお戸塚秀夫、兵藤釦、前掲書一三一一一ページでは、組長より若く、経験と体力のあ
る班長が作成に関わる点を強調している。班長が原案を作り組長が承認することもあるようである。
（
Ⅳ
）
戸
塚
秀
夫
、
兵
藤
釦
、
前
掲
書
は
、
内
容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
産
と
ト
ヨ
タ
の
労
使
関
係
の
違
い
に
着
目
し
て
調
査
し
て
い
る
。
（
５
）
京
谷
栄
二
「
日
本
的
労
働
過
程
の
フ
レ
ク
シ
ブ
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
」
『
季
刊
窓
」
４
。
（６）これは、広く主張されてきたが、『季刊窓』の論争では、３号での高橋祐吉のコメントがある。
（７）野村正實『熟練と分業１１日本企業とテイラー主義』（御茶の水書房、一九九三年）、小池和男「知的熟練再論－ｌ野村
正實氏の批判に対して」『日本労働研究雑誌』四○二号、一九九三年七月号。
（
８
）
野
村
は
、
注
（
１
）
の
著
書
で
、
ト
ヨ
タ
の
生
産
シ
ス
テ
ム
を
テ
イ
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
改
善
の
仕
組
み
、
基
準
時
間
概
念
、
人間関係諸活動の三点で独特であるとしている（同書、一一一一一ページ）。またその後さらに、企業内外の条件により変化
しつつあることを指摘している。
（
９
）
ト
ヨ
タ
（
堤
工
場
、
’
九
七
○
年
操
業
、
六
七
○
○
名
。
田
原
工
場
、
一
九
七
九
年
操
業
、
六
四
○
○
名
。
第
四
組
立
工
場
は
九
一
年
操
業開始。トヨタ九州、一九九二年操業、二○○○名）。日産（栃木工場、’九七一年生産開始、七五○○名。九州工場、
’
九
八
二
年
普
通
乗
用
車
生
産
開
始
、
六
○
○
○
名
）
。
Ａ
工
場
（
’
九
六
○
年
代
よ
り
操
業
）
お
よ
び
本
田
技
研
高
根
沢
工
場
二
九
九
○
年
操
業
、
二
五
四
名
）
。
従
業
員
は
一
九
九
三
年
を
中
心
と
す
る
訪
問
時
の
も
の
。
（、）筆者は、個々の労働者がその必要・欲求を職場において、特に仕事に関して、直接実現できるようにすることを、労
働
の
人
間
化
と
と
ら
え
て
き
た
．
拙
著
『
労
働
の
人
間
化
を
求
め
て
ｌ
労
使
関
係
の
新
課
題
」
（
法
政
大
学
出
版
局
、
’
九
九
一
年
）
五
ぺ
－１》ン。
9７ 
し
か
し
、
前
者
で
そ
の
後
変
化
が
あ
り
、
今
日
で
は
労
使
関
係
が
類
似
し
て
き
た
。
（咄）かって、ドーアが、イギリスと日本の工場の社会学的比較研究をした際、労使関係制度が定着してから近代工業が興
ったイギリスとやそのような先行条件のないところから、出発した日本には、労使関係に違いを生じることを指摘した。
閃・口亘□・円の》団蔓（墨句口。ごこ‐、＆ｓ厨悶、ＱｏＳご》ロミＣＱ、風ごａＯ＆、ミミロ、、⑩量乞囹・○昏」ｍ・山之内靖、永
易浩一訳『イギリスの工場・日本の工場』（筑摩書房、一九八七年）。このことはここでも当はまり、ギルドの伝統を引
継
い
で
い
る
ド
イ
ツ
で
は
熟
練
区
分
が
明
瞭
で
あ
る
が
、
こ
の
伝
統
の
な
い
日
本
で
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
こ
の
あ
い
ま
い
さ
は
、
ド
ー
ア
流
に
は
ｐ
後
発
ゆ
え
の
先
進
性
と
な
り
う
る
。
こ
の
調
査
研
究
の
た
め
、
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
を
利
用
し
た
。
9８ 
